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法
解
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法
的
色
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法

治
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日

」

田

上

穣

治

序

言

法
治
図
の
観
念

主
権
の
基
礎
及
び
限
界

四

臣
民
の
基
本
植
に
依
る
立
法
権
の
制
約

五

結

語

序

私
は
本
稿
に
於
い
て
自
然
法
自
憧
を
研
究
す
る
も
の
で
は
な
く
、
唯
憲
法
の
解
障
に
営
っ
て
、
こ
れ
が
如
何
に
必
要
で
あ
り
、
又
如
何

な
る
結
論
を
導
く
か
を
明
か
に
し
た
い
と
忠
ふ
。

自
然
法
的
闘
家
論
ば
本
来
園
家
と
法
と

の
閥
係
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
世
に
於
い
て
は
敬
舎
の
擢
力
が
単
な
る
法
秩
序
の
彼
方

憲
法
制
肝
移
の
自
然
法
的
色
彩

fヘ
同
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九
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に
そ
の
基
礎
と
目
的
と
を
有
し
て
法
に
封
し
猫
立
で
あ
っ
た
と
同
じ
く
、
闘
家
も
亦
法
的
基
礎
の
外
倫
理
的
若
く
は
自
然
的
必
然
性
に
懐

る
も
の
で
そ
れ
は
自
ら
法
在
創
造
す
る
も
の
と
解
さ
れ
た
。
併
し
な
が
ら
と
れ
と
同
時
に
園
家
よ
り
調
立
た
法
を
主
張
す
る
ゲ
ル
マ
ン
忠

(
註
一
〉

想
が
認
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
闘
家
が
法
の
理
念
に
奉
仕
す
べ
く
、
圏
構
に
法
的
限
界
あ
り
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
岡
家
と
法

と
何
れ
が
先
行
す
る
か
の
問
題
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

(
註
二
〉

此
の
問
題
は
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
絶
え
や
ノ
論
争
さ
れ
て
来
た
Q

法
が
園
家
に
先
行
す
る
と
の
準
設
に
劃
し
て
は
、
岡
家
概
念
の
不
明

確
な
と
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近
代
的
園
家
の
み
な
ら
や
ノ
、
す
べ
て
人
類
が
組
織
せ
る
圏
僅
で
あ
っ
て
他
の
支
配
を
受
け
た
い
も
の
を
園
家

と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
法
の
前
提
た
る
は
疑
を
容
れ
た
い
。
又
反
封
に
園
家
が
法
に
先
行
す
る
と
の
国
学
説
は
岡
家
現
象
を
法
現
象
と
観
る
要

求
に
矛
盾
す
る
。
法
規
が
岡
氏
の
み
を
拘
束
し
園
家
を
拘
束
せ
ぎ
る
や
否
や
は
各
時
代
の
祉
合
心
意
に
よ
っ
て
具
る
。
法
的
進
化
の
進
ん

だ
岡
家
は
そ
の
意
思
の
費
動
が
法
的
慣
値
判
断
を
加
へ
ら
れ
る
の
み
た
ら
や
J

、
臣
民
の
樺
利
を
保
障
す
る
憲
法
規
定
は
立
法
樺
の
主
慢
と

(
註
三
〉

し
て
の
園
家
を
制
約
す
る
か
ら
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
更
に
考
へ
る
の
に
園
家
が
法
の
前
提
た
り
と
し
て
も
、
そ
れ
は
後
述
す
る
如
く
法
の
理
念
が
そ
の
素
材
に
規
定
さ
れ
る
に
過

ぎ
歩
、
雨
者
の
閥
係
は
因
果
関
係
で
あ
っ
て
こ
れ
と
基
礎
付
け
る
論
理
闘
係
と
は
匝
別
し
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
法
の
受
賞
牲
を
祉
合
心

意
に
求
め
る
こ
と
は
、
規
範
と
貴
在
と
を
混
同
せ
ざ
る
や
の
虞
が
あ
る
。
私
は
結
局
中
世
に
既
に
試
み
ら
れ
た
自
然
法
に
よ
る
説
明
が
正

営
で
あ
る
と
伝
や
ノ
る
。
以
下
に
そ
の
素
描
を
試
み
よ
う
。

(
註
一
)
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目
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治

図
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観
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岡
家
と
法
と
の
闘
係
郎
ち
詰
治
闘
の
問
題
を
検
討
す
る
に
官
り
、
順
序
と
し
て
先
づ
相
封
主
義
(
出
品
目
注
目
4
山
田

B
g
)
の
撃
読
を
事
げ
、

そ
の
後
に
自
然
法
に
依
る
考
察
を
述
べ
る
。

ケ
ル
ゼ
ン
は
因
果
的
考
察
に
依
る
岡
家
と
規
範
的
考
察
に
依
る
岡
家
と
を
故
然
と
分
離
せ
し
め
、
法
律
息
子
的
認
識
に
於
い
て
は
園

家
と
法
と
を
同
一
に
解
し
て
居
る

(
E
g
t仕
立

4
0
ロ
m
g巳
自
己
同
g
F
3
0
そ
の
結
果
違
法
の
同
家
は
岡
家
た
り
符
歩
、
随
っ
て
園
権

(
註
一
〉

が
法
的
拘
束
を
蒙
む
る
や
否
や
の
問
題
は
首
然
に
消
滅
す
る
に
至
る
o

け
れ
ど
も
園
家
は
之
を
法
律
償
値
の
概
念
の
他
に
法
律
'
賀
在
の
概

念

(Hwgr件担当町一巳目白
HHg凶
作
曲
げ
高
岡
山
ほ
)
と
し
て
、
換
一
目
す
れ
ば
法
律
慣
値
と
闘
係
せ
し
め
た
る
概
念
と
し
て
論
じ
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ

門

2斗

れ
は
債
値
を
貫
現
せ
ん
と
す
る
意
味
あ
る
世
界
で
あ
つ
て
、
文
化
事
賓
と
し
て
の
法
及
び
園
家
は
之
に
属
す
る
c

か
く
て
初
め
て
岡
家
が

法
に
拘
束
さ
れ
る
や
否
や
の
問
題
を
生
十
る
。
殊
に
こ
の
問
題
は
訟
の
理
念
た
る
法
的
安
全
と
正
義
と
が
園
家
日
的
と
屡
ミ
衝
突
す
る
潟

に
一
居
明
瞭
と
た
る
の
で
あ
る
。

(
註
一
)

開。H窓
口
-
P
H
H
由
。
自
色
ロ
。
m
g
p
g
z
v
p
m
-
記、

HCQ・

立
法
ハ
の
め
出
己
認
会
両
国
民
)
な
る
語
は
意
欲
す
る
過
程
と
意
欲
せ
ら
れ
た
る
結
果
と
を
志

味
す
る
。
そ
し
て
前
者
即
ち
規
定
す
る
秩
序
と
し
て
の
立
法
は
岡
家
を
意
味
し
‘
後
半
告
制
ち
規
定
せ
ら
れ
た
る
秩
序
と
し
て
は
法
を
拐
す
の
で
あ
る
。

憲
法
解
懇
の
自
然
法
的
色
彩

(
岡
上
)

三
八
一
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d
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2
E
5
3
p
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G
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m
-
u
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(
註
二
)

彼
に
依
れ
ば
白
然
科
率
的
思
惟
に
局
ナ
る
・
償
値
と
の
淡
交
渉
の
世
界

(J4125HU3

論
理
皐
・
倫
迎
皐
・
4

一
党
国
平
等
の
債
依
持
白
血
干
に
於
け
る
債
依
剣
断
を
総
ナ
世
界

(
Z
4
4
3
g
E凶
)
、
庭
環
に
奉
仕
す
る
皐
問
・
善
に
不
仕
ナ
る
道
徳
.
品
十
一
六
に

濁
し
て
努
力
す
る
薮
術
の
如
く
・
償
依
に
係
ら
し
め
ら
れ
た
る
世
界
ハ

4
2
P。
目
玉
ド

8
3
及
び
償
値
を
超
克
ナ
る
宗
教
の
世
界
パ

4
2
5宮
崎
項
目

E
H
2
3

同
Hd白
ヴ
ヨ

HOHM-
同

bOHM-gHVFロ。由。匂
HH同3
]
白川刊日、市出・]昂・

が
区
別
さ
れ
る
。
此
の
環
論
は
.
債
値
と
賀
在
と
を
区
別
し
.
際
史
的
所
奥
は
抽
象
的
債
依
形
式
よ
り
導
き
出
す
能
は
ず
と
ナ
る
ラ
λ

ク
O

方
法
論

2
E
H
E
m
Y
9
3
g
g
H
S
F
r
E
S
L
u
m
-
凶
∞
C

)

に
従
ふ
も
の
で
あ
る
が
・
そ
れ
は
後
述
す
る
内
谷
的
な
自
然
法
に
反
抽
出
す
る
理
論
で
あ
る
。

エ
リ
ネ
ッ
ク
は
園
家
の
優
先
(
阿
川
氏
。
氏
S
3
を
認
め
つ
つ
、
し
か
も
法
が
園
L

訴
を
拘
束
す
る
こ
と
を
説
明
せ
ん
と
し
て
、
園
家
の

〈
設
三
)

自
体
的
制
限

(
a
Z
E
d
-
5
a
o
Hゲ
怠
4
0
品
目
d
v
Z口
市
む
を
主
張
す
る
。
園
際
法
を
自
由
な
る
園
家
意
思
に
基
礎
付
け
る
と
と
は
之
を
放
惑

ハ
註
四
U

E
陵
棄
と
に
陥
れ
る
も
の
と
す
る
設
が
あ
る
が
、
彼
は
法
の
折
口
撃
的
基
礎
を
超
法
率
的
問
題
と
し
、
法
率
的
構
成
に
於
い
て
は
、
自
由
な

(
註
五
〉

る
岡
家
意
思
の
他
に
は
法
の
形
式
的
根
擦
を
求
む
る
を
得
な
い
と
解
す
る
o

け
れ
ど
も
私
法
に
於
い
て
一
方
的
意
思
表
示
が
表
示
し
た
者

を
拘
束
す
る
の
は
貫
詩
法
の
規
定
が
あ
る
穏
で
あ
る
。
そ
し
て
賓
誰
法
主
義
は
園
家
以
上
の
法
秩
序
を
認
め
な
い
か
ら
、
契
約
の
法
理
を

以
て
図
法
及
び
園
際
法
の
安
首
位
の
淵
源
を
説
明
す
る
の
は
不
充
分
た
る
を
免
れ
な
い
。

蓋
し
後
述
す
る
如
く
契
約
は
自
然
法
論
の
重
要
な
る
基
礎
で
あ
る
。
す
べ
て
他
律
的
規
範
は
之
に
依
っ
て
自
律
性
を
興
へ
ら
れ
、
仰
人

を
拘
束
す
る
法
は
同
時
に
佃
人
の
利
採
に
奉
仕
す
る
も
の
と
宥
倣
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
意
欲
は
官
震
を
生
ぜ
し
め
や
ノ
、
必
然
を
生
歩
る
に

(
註
六
)

過
ぎ
た
い
。
契
約
の
拘
束
力
も
契
約
締
結
の
意
思
に
基
づ
か
や
法
律
に
擦
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
由
意
思
が
そ
の
一
日
一
下

(
註
七
〉

せ
る
決
定
を
自
由
に
破
り
得
る
白
は
謂
ふ
ま
で
も
た
く
、
そ
れ
は
決
し
て
法
及
び
道
徳
を
否
認
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

(
諒
一
ニ
)

。
。
。
認
旬
。

HH古
島
、
同
)
宮
古
島

s
r
E
Z
ζ
z
e司
m
g
p窓
口
言
尽
吋
科
目
⑦
岡
家
の
定
立
し
た
規
範
に
依
っ
て
区
民
及
び
閣
家
機
掬
が
義
務
品
川



け
ら
れ
る
こ
と
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
岡
家
自
身
の
意
岡
山
が
拘
束
せ
ら
る
る
や
否
や
は
吋
題
で
あ
一
る
。
彼
は
こ
れ
を
闘
機
の
自
律
的
制
限
と
削
附
し
て
、

と
こ
に
凶
際
法
の
基
礎
を
求
め
た
(

Z

・

3
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
凶
法
が
主
植
を
拘
束
す
る
根
擦
で
あ
る
@
・

H
U
〕
。
凶
山
本
が
他
の
法
人
特
と
兵
る
特

色
は
、
そ
れ
が
外
部
に
封
し
て
最
高
の
様
カ
た
る
の
か
な
ら
ず
‘
そ
の
拘
束
に
服
す
る
法
を
自
ら
定
立
す
る
機
能

(
F
H
Z
F
2己
同
島
影
山
ご
に
存
す
る

(m-H印)。

(
註
四
)

同
-
〈
・
民

cze
盟
。

c
s
o
z
o
v
g
出口白

E
8
2骨
5
-
2
2
=
g
a
m
g
g
o
v
p
p
E
u
戸
市
山
・
話
回
・

(
設
五
)

。⑦己一司ぬ
L

『⑦

HH同国。
F

P

・
P
・
O
-
m
-
U
K
F回同ロ・日・

へ
I
F
ル
も
が
賀
詮
的
凶
際
法
の
前
提
と
し
て
図
家
を
拘
束
す
る
法
は
一
般
的
な
・
岡
家
。

上
牧
に
構
成
さ
れ
た
る
意
思
に
非
ず
し
て
、
各
凶
家
の
特
別
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
し
.
閥
山
水
聯
ム
口
に
依
ワ
て
永
遠
の
平
和
を
資
ナ
カ
ン
ト
の
観
念
は

各
凶
家
の
同
意
を
前
提
と
し
.
そ
れ
は
倫
理
的
宗
教
的
理
肉
等
の
他
、
常
に
特
別
の
主
権
的
意
思
に
基
づ
き
・
隠
っ
て
偶
然
性
を
負
は
さ
る
べ
き
も
の

と
解
し
た
(
伊
目
。

Y
9
5住
民
自
己

2
F
E
g
z
u
a
s
P
O
E
m
w
申
告
ω)。

(
註
六
)

ラ

1
ト
プ
ル
ア
に
依
れ
ば
.
所
前
自
律
的
制
限
に
於
い
て
、
拘
束
す
る
意
思
は
拘
束
せ
P
D

る
る
意
思
と
異
る
。
前
者
は
純
然
た
る
理
性
的
存
在

と
し
て
の
人
で
あ
り
後
者
は
経
験
的
な
他
人
で
あ
る
。
岡
山
本
に
就
い
て
も
阿
様
で
、
共
の
自
律
的
制
限
は
法
秩
序
と
し
て
の
図
家
が
現
賞
。
経
験
的
な

岡
山
本
を
拘
束
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
(
】

H
Lヴ
E
C
F
P・
P・
0
・

m-zuuH印]〉。

(
註
七
)

d
H
れ『③

E
E
r
u
m
p
p・
。

-m・]司
U
H
Z
E己
何
事
、
注
目
白
。

g
a
g
a
f
d
p
g
H
F
E
m・
8
∞
L
E
E
-
v

ラ

l
ト
プ
ル
フ
の
如
く
賓
在
と
債
値
若
く
は
規
範
と
を
峻
別
す
る
と
き
は
、
法
の
安
嘗
性
は
そ
れ
が
.
永
き
慣
行
に
よ
る
法
的
確

ハ
註
八
〉

信
に
支
持
さ
る
る
や
否
や
、
或
は
強
制
・
刑
罰
を
以
て
強
行
さ
る
る
や
否
や
と
は
論
理
的
に
無
関
係
で
あ
る
。
法
を
強
行
す
る
力
は
畢
克

心
理
力
に
臨
す
る
か
ら
貴
力
説

2
H
P
D
V
5
5
0
H芯
)
よ
り
も
承
認
説
(
除
出
向
w
g
H
E
H岡山
山
田

F
g
E
O
)
の
方
が
法
の
安
首
性
を
説
明
す
る
の

に
誼
し
て
ゐ
る
が
、
後
者
も
亦
個
人
の
員
の
利
径
は
営
然
に
そ
の
欲
す
る
所
た
る
こ
と
を
擬
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
随
っ
て
歴
史
的
杜
曾

門
註
九
)

準
的
た
安
嘗
引
の
理
論
は
維
持
す
る
こ
と
が
川
来
な
い
c

憲
法
解
得
。
自
然
法
的
色
彩

へ
同
上
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三
八
四

費
定
法
及
び
園
家
が
賓
現
ぜ
ん
と
す
る
債
値
は
貰
在
の
慌
界
で
は
た
く
自
然
法
の
領
域
に
属
す
る
。
第
一
に
法
の
目
的
・
自
然
法
が
明

瞭
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ
れ
と
紙
燭
す
る
賓
定
法
は
首
然
に
妓
力
を
失
ふ
笹
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
自
然
法
が
明
瞭
を
依
き
、
し
か
も
何
が

法
た
り
や
は
超
桐
人
的
地
位
を
通
し
て
明
確
に
規
定
す
る
必
要
あ
り
、
こ
こ
に
賢
定
法
の
受
賞
性
が
基
礎
付
け
ら
れ
る

o
mな
る
理
性
感

問
の
力
を
以
て
は
法
的
安
全
を
貴
現
す
る
と
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
主
権
的
意
思
・
権
力
に
よ
っ
て
千
和
と
秩
序
と
を
維
持
す
る
の
で
あ

《
註
一

O
〉

る
。
第
二
に
岡
家
も
亦
賓
定
法
と
同
じ
く
自
然
法
に
制
約
さ
れ
る
。
蓋
し
闘
機
が
賓
定
法
を
定
立
す
る
の
は
法
的
安
全
に
某
づ
く
の
で
あ

へ
註
一
一
)

る
が
、
そ
れ
は
圏
構
が
そ
の
定
立
せ
る
賓
定
法
の
拘
束
を
受
く
る
と
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
ヱ
リ
ネ
ッ
ク
の
所
謂
「
事
費

(
詮
一
二
)

の
規
範
力
」
(
ロ

S
E三
宮
。
同

E
3
白
書
『
阻
ま
問
団
。
】
岡
市
出
)
は
訟
の
受
賞
性
が
事
費
的
権
力
に
基
づ
く
こ
と
を
意
味
せ
歩
、
法
を
定
立
す

ω

問
権
が
法
的
安
全
の
目
的
に
奉
仕
す
る
結
果
、
自
然
法
か
ら
そ
の
規
範
カ
を
興
へ
ら
れ
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
一
託
八
)

隠
っ
て
規
範
を
現
実
・
過
去
の
事
費
・
将
来
の
事
賞
よ
り
求
め
る
賃
詮
主
義
・
隆
史
主
義
若
く
は
進
化
論
は
誤
謬
を
今
日
む
(
切
忌

z
g
y
p・
p-C

∞・由・)

(
註
九
)

法
律
に
蓮
背
せ
る
者
は
意
岡
山
に
於
い
て
は
切
か
に
之
を
否
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
感
情
に
於
い
て
は
.
之
を
否
定
せ
ん
?
と
す
る
も
否
定

し
得
な
い
。
郎
ち
心
理
的
な
承
認
の
事
貨
は
問
題
で
な
く
・
首
然
承
認
せ
ざ
る
を
得
ぬ
所
は
間
接
に
水
認
せ
る
も
の
と
肴
倣
す
の
で
あ
る

Q
Z
P
甲
山

J
1
M
Y

∞C
)

。

(
註
一

O
)

新
憲
法
に
依
っ
て
お
丙
憲
法
が
燦
止
さ
れ
る
と
と
は
成
文
憲
法
の
上
に
根
本
原
則
あ
る
こ
と
を
示
ナ
。
憲
法
が
そ
の
遵
守
さ
れ
ざ
る
に
去
る
や

消
滅
し
又
新
な
権
力
が
人
身
に
服
従
さ
れ
る
に
至
る
や
直
ち
に
新
憲
法
が
成
立
す
る
事
貨
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
服
従
は
命
令
者
を
作
る
」

(
C
F
Z宮
E
7

の
日
出
斑
「
凡
べ
て
の
人
上
に
あ
る
構
成
に
服
ふ
ぺ
し
」
(
国

H
E
p
u
n
出
戸
]
)
を
澄
明
す
る
も
の
で
あ
る
つ
J
J
L
g
H
V
守
口
古
島
w

φ
話
回
窓
口
令
吋
吋
@
民
主

E
ロ宮加。
E
R問。ゲ戸ロぬ
d
m
-
]
削
除
・
)
。
ヶ
ル
ぜ
ン
の
根
本
規
範
も
亦
大
憾
に
於
い
て
服
従
さ
れ
る
こ
と
を
要
し
、
訟
に
様
力
が

P
0
2
同自旬。
E
ロ件。自



法
に
努
形
ず
る
も
り
と
解
さ
れ
る
ペ
同
乙
窓
口
w封
m
v
z
z。。】忌
m
r
r
z
d出
血
問
。
o
z
m旬。
m同氏己
mEda"
∞・

0
3。
d
d
H
P
H
H
O
H
H
J
F
H
N
L
g
k
p
z
r
φ
局
開
-

F
4】一
H
H
a
H
R

(
註
一
一
)

法
が
図
山
本
を
拘
束
す
る
や
否
や
の
問
題
で
は
図
家
の
賃
値
を
究
明
す
る
必
要
は
な
い
。
我
等
は
唯
図
構
D

後
動
.
印
ち
意
欲
し
行
到
す
る
同

家
を
論
ず
れ
ば
足
り
る

(dM山戸旬。
Hロロ。

F
gベE
g
E
3骨昼間
p
m
-
H
Gレ。

(
註
一
二
)

れ『己ロロ⑦』刷
w
k
H∞。巴⑦凶ロ③

2
p
p
g
H牛
耳
p
m
u
h
w∞・

四

ラ
I
ト
プ
ル
フ
は
慣
値
判
断
を
認
識
の
問
題
で
は
な
く
信
仰
の
問
題
だ
と
論
断
す
る
。
然
る
と
き
は
法
盟
国
学
は
唯
法
的
規
範
を
他

の
法
的
規
範
に
依
っ
て
基
礎
付
け
る
に
止
ま
っ
て
、
軒
立
す
る
窮
極
の
規
範
は
何
れ
も
公
理
・
前
提
と
し
て
典
へ
ら
れ
、
之
を
選
搾
す
る

こ
と
は
専
ら
世
界
観
に
委
ね
ら
れ
る
。
最
高
の
法
的
規
範
と
し
て
の
憲
法
は

2
5
P
盟
国
同
と
し
て
前
提
さ
れ
、
そ
の
所
謂
自
然
法
は
取
に

個
人
と
同
家
と
の
闘
係
に
法
概
念
を
適
用
し
た
も
の
に
他
な
ら
ぬ
。
法
の
日
的
た
る
玉
義
と
合
目
的
性
と
は
法
的
安
全
の
背
後
に
隠
れ
、

ハ
註
一
三

裁
判
官
の
賢
質
的
た
法
律
審
査
権
は
簡
単
に
否
定
さ
れ
る
。
そ
の
相
劃
主
義
の
故
に
、
上
越
の
如
き
差
異
あ
る
に
も
拘
は
ら
歩
ケ
ル
ゼ
ン
・

(
註
一
回
)

ヱ
リ
ネ
ッ
ク
・
ラ

1
ト
プ
ル
フ
等
は
脅
し
く
内
本
的
な
本
来
の
自
然
法
を
担
否
す
る
の
で
あ
る
。

(
註
一
一
ニ
)

切
る
写
g
y
p
-
P・
c・
∞
・
日
夕
]
吉
故
に
彼
自
身
も
認
め
る
や
う
に
習
俗
的
規
律
・
倫
理
的
規
範
と
法
的
規
範
と
の
椛
綱
、
不
文
法
と
成
い
え

法
、
園
内
法
と
外
図
法
と
の
紙
燭
の
如
き
は
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

(
H
Z
p
a・
J130

(
註
一
四
)

同
ヴ
出
・

m
]
H
K
E
H
H
H
凶・

之
に
反
し
て
本
来
の
法
治
閣
の
思
想
は
園
家
に
先
だ
っ
人
権
及
び
園
家
以
上
の
内
容
的
た
自
然
法
を
認
め
る
。
そ
れ
は
第
十
二
世
紀
以

衆
授
用
さ
れ
た
羅
民
法
の
原
則
「
主
権
者
は
法
律
に
拘
束
せ
ら
る
る
こ
と
な
し
」
(
句
江
口
口
品
目
H
O
包
吉
田

g
Z吉
田

2
3
に
劃
す
る
も
の

へ

註

一

五

)

(

註

一

六

U

で
あ
っ
た
。
主
権
者
は
そ
れ
が
汁
主
な
る
と
人
民
な
る
と
を
問
は
や
ノ
必
要
に
腔
じ
て
そ
の
定
立
し
た
法
を
破
段
し
又
人
民
の
権
利
を
能
弁

憲
法
併
殺
の
内
然
法
的
色
彩

(
田
上
)

コ
一
八
五
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一
八
六

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
之
に
劃
し
て
起
園
家
的
な
自
然
法
ば
園
家
白
煙
の
法
的
基
礎
を
典
ふ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
随
っ
て
自
然
法
に
基
づ

(
詮
一
七
〉

〈
人
民
の
権
利
は
皐
た
る
賓
定
法
上
の
権
利
(
吉
田
宮
己
申
旬
。
z
庄
司
Z
B〉
と
具
り
貫
定
法
の
侵
す
べ
か
ら
ざ
る
所
で
あ
っ
た
。
主
樺
が
自

然
法
の
限
界
を
踊
越
し
た
場
合
に
は
如
何
な
る
叫
以
来
を
生
や
ノ
る
か
。
中
世
に
於
い
て
は
や
同
初
か
か
る
場
合
、
主
擢
の
行
動
は
無
放
で
あ
っ

て
法
律
と
離
も
何
等
拘
束
力
を
生
ぜ
歩
、
裁
判
所
行
政
臨
も
之
を
過
刑
す
る
こ
と
を
得
歩
、
若
し
臣
民
が
服
従
を
強
要
さ
れ
る
な
ら
ば
之

(

註

一

八

〉

〈

註

一

九

〉

に
反
抗
権
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
初
め
て
近
世
の
意
義
に
於
け
る
主
権
の
本
質
を
論
述
し
た

kpBoss--ユロ田
(
Z
S
l
E
2
)

は
主
樺
無
制
約
の
原
則
を
大
憧
認
め
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
地
上
(
宮
田
市

0
5ロ
る
に
限
ら
れ
、
主
権
者
の
不
正
が
常
に
違
法
と
な
ら
、
ヂ

と
す
る
結
論
に
達
せ
や
ノ
、
主
権
者
の
支
配
の
外
的
法
律
名
義
は
共
の
法
律

2
2
2
E
P
)
に
去
は
れ
る
羅
馬
市
対
の
同
意

(
g
p
S
5
5

門誌一一

C
U

可
。
官
民
)
に
存
し
、
そ
の
内
的
根
擦
は
万
十
点
政
が
正
義
及
び
千
和
を
保
障
す
る
こ
と
民
主
政
若
く
は
貴
族
政
に
優
る
潟
な
り
と
諭
ヒ
人
c

か
く
て
主
植
の
殻
動
に
劃
し
て
強
行
手
段
或
は
取
消
の
注
な
き
と
き
で
あ
っ
て
も
賓
質
上
の
違
法
が
可
能
と
さ
れ
、

〈
註
二
一
〉

よ
る
主
権
の
法
的
拘
束
が
一
般
に
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
Q

紳
法
及
び
自
然
訟
に

(
註
〕
五
)

ボ
I
ダ

y
は

HSH
な
る
諾
を
庚
狭
二
義
に
川
ひ
た
。
狭
義
で
は
凶
山
本
が
定
立
す
る
法
規
で
あ
り

(
4
包・

C
6
c
a
P
E
H
E
r
-
S
E
N
g
-

J
1⑦

g
早口
d
H
H
F
a
-
a
)
庚
義
で
は
凡
べ
て
岡
纏
の
溌
動
を
い
ふ
。
そ
し
て
古
田
M
E
m
m。
H
E
T
は
す
べ
て
支
配
様
カ
よ
り
潟
立
な
る
こ
と
を
窓
味
す

る

(

同

⑦

rHHMWC
。2
F
T
U
F
g
p付
言
笹
川
ユ
号
。
。
y
g巧
凶
切
開
⑦
出

m
o
F
P
R
w
m・
日
凶

MW
』

HHB-
由)。

(
註
二
ハ
)

へ
ラ

1
に
依
れ
ば
ボ

1
ダ
シ
は
必
ず
し
も
王
権
擁
護
者
で
は
な
く
彼
の
所
謂
主
権
者
は
可
ユ
ロ
g
宮
と
同
様
句
。
HVHHHg
を
示
す
も
の
で
あ

る
(
出
。
H
Z
p
a
o
g
d
忌
巳
g
p
a
H町
、
。

(
註
一
七
)

平
八
賦
不
可
侵
の
人
権
は
直
接
白
然
法
及
び
一
料
法
の
最
高
原
理
か
ら
絡
封
的
容
嗣
倒
的
数
力
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
中
世
の
凶
山
本
論

乃
卒
一
法
律
論
は
古
代
の
夫
れ
と
具
り
・
基
督
教
に
依
ワ
て
世
界
に
啓
示
さ
れ
・
グ
ル
マ
シ
民
族
に
依
っ
て
鋭
く
感
受
さ
れ
た
思
想
.
郎
ち
伺
人
の
債
依



。
絶
封
不
滅
の
信
仰
を
各
方
市
に
護
反
さ
せ
た
。
各
個
人
は
共
の
永
遠
O

使
命
に
依
り
、
図
家
に
殺
し
て
も
其
の
本
質
は
神
聖
不
可
侵
た
る
こ
と
、
極

め
て
攻
籾
な
部
分
も
会
慌
に
封
し
て
の
み
な
ら
ず
夫
れ
白
身
濁
立
に
償
値
を
有
す
る
こ
と
.
個
人
は
全
憾
の
単
な
る
手
段
に
止
ま
ら
ず
同
時
に
目
的
と

L
℃
考
察
さ
れ
る
こ
と
等
は
こ
れ
で
あ
る
(
中
凶
3
r
p
F
P・
c
-
m
M
a
h
pロ
B
8
1

(
註
一
八
)
]
【
ず
広

w
m・
凶
叶
由

(
註
一
九
)

エ

1
木
ア
ス
・
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
以
前
で
彼

ω
設
に
影
響
を
臭
へ
た
者
は
、
法
王
の
至
上
機
を
論
じ
た
第
百
初
出
回

5

5ロ
P島
E
O
定
義
で
あ

る
〔

F
r
F
P・
p
・

c・
m-
宮
古
戸
]
)
。

(
註
二

O
)
同
ゲ
目
。
句
切
・
]
[
也
∞
匂
問
。
]
時
一
町
・

(
詰
一
一
一
)

C
皆
同
日
目
、

h
F
P・

c-a・
凶

叶

∞

』

H
M
B
u
q・

醗
っ
て
法
の
日
的
か
ら
自
然
法
を
論
究
し
よ
う
。
法
の
目
的
が
警
な
る
倫
理
的
慣
値
に
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
地
盤

に
就
き
ラ
l
ト
プ
ル
フ
は
弐
の
三
種
を
匝
別
す
る
。

ω個
人
の
人
格
を
地
盤
と
す
る
個
人
債
値

(
H
E
E含
PHZHt)を
最
高
目
的
と
す

る
と
き
は
、
法
の
窮
極
日
的
は
自
由
で
あ
り
、
園
家
は
契
約
の
法
理
を
以
て
説
明
さ
れ
る
。
但
し
こ
の
契
約
説
は
弐
の
有
機
種
説
と
同
じ

く
現
賓
の
園
家
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
の
目
的
・
使
命
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
又
こ
こ
に
所
謂
例
人
は
経
験
的
な
例
性

を
具
備
す
る
人
間
自
慢
で
は
な
く
倫
理
的
・
理
性
的
な
人
格
を
意
味
す
る
。
蓋
し
祉
合
主
義
の
如
く
前
煮
の
償
値
を
強
調
す
る
と
き
は
千

品
一
一
左
官
門
別
な
る
例
性
に
よ
っ
て
千
等
の
取
扱
を
前
提
と
す
る
法
及
び
園
家
は
結
局
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
随
っ
て
こ
の
立
場
に
於
け
る

、、，ノ

法
律
及
び
闘
家
観
は
自
由
主
義
と
民
主
主
義
と
に
闘
す
る
。
ゆ
闇
樫
の
人
格
を
地
盤
と
す
る
闇
健
偵
値
(
問
。
H
F
E
7
4
4
0立
与
を
故
高
日

的
と
す
れ
ば
、
法
の
窮
極
目
的
は
園
民
(
居
間
各
守
口
)
自
慢
で
あ
り
、
園
家
は
有
機
種
で
あ
っ
て
恰
も
人
煙
に
於
け
る
如
く
洛
一
慢
が
部
分
心

需
に
存
す
る
に
非
や
し
て
一
部
が
全
慢
の
局
に
ト
仔
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
小
山
人
の
作
物
を
地
盤
と
す
る
作
物
償
値

(JF円]
門
司

2
2
)
を

憲
法
解
調
停
の
自
然
法
的
色
彩

(
同
上
)

4

p

、
ゴ

↑
ノ

J
a
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最
高
目
的
と
す
る
と
き
は
、
桐
人
の
人
格
或
は
園
樫
の
人
格
は
文
化
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
と
な
る
υ

但
し
こ
の
立
場
は
貫
践
的
に
は
主
張

(註ニニ〉

さ
れ
て
ゐ
た
い
c

小
川
の
立
場
の
何
れ
を
選
揮
す
べ
き
や
は
相
封
主
義
の
能
く
決
す
る
所
で
は
な
い
。
上
越
の
如
く
主
樺
の
概
念
は
本
来
自
然
法
の
基
礎
を

前
提
と
す
る
u

こ
こ
に
於
い
て
法
及
び
園
家
は
個
人
と
は
調
立
の
目
的
・
債
値
を
輿
へ
ら
れ
、
個
人
も
亦
岡
山
次
に
艶
し
て
調
立
の
債
依
を

(古川一一一ニ〉

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
に
於
け
る
自
然
法
は
上
よ
り
典
へ
ら
れ
る
も
の
で
個
人
若
く
は
圏
慢
に
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
を
我
が
憲
法
に
就
い
て
観
れ
ぽ
純
粋
な
る
個
人
主
義
は
否
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
園
家
を
経
験
的
な
個
人
の
利
益
に
従
属
せ
し
む
る

も
の
で
途
に
は
無
政
府
主
義
・
園
家
否
定
に
導
く
か
ら
、
我
が
憲
法
の
精
神
と
矛
盾
す
る
。
共
に
闇
慢
償
値
を
窮
極
的
慣
値
と
し
法
及
び

岡
家
を
そ
れ
自
身
目
的
と
す
る
世
界
観
に
立
っ
と
き
は
佃
人
の
自
由
は
園
家
の
中
に
止
揚
さ
れ
る
。
然
る
に
憲
法
上
論
に
は
「
我
カ
臣
民

ノ
楼
利
及
財
産
ノ
安
全
ヲ
貴
重
シ
及
之
ヲ
保
護
シ
此
ノ
憲
法
及
法
律
ノ
範
園
内
ニ
於
テ
其
ノ
享
有
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ヘ
キ
コ
ト
」
を
立
一
吉

せ
ら
れ
給
ひ
し
外
、
憲
法
の
僚
項
就
中
第
二
章
の
規
定
は
臣
民
各
佃
人
の
人
格
傘
霊
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
我
が
憲
法
上
之
を
採
る
な
件

な
い
。
則
ち
自
然
法
は
制
定
法
・
慣
習
法
と
相
並
ん
で
我
が
憲
法
上
重
要
な
法
源
で
あ
る
の
み
な
ら
歩
、
こ
の
雨
者
の
存
立
の
基
礎
で
あ

〈
註
二
回
〉

り
又
正
山
口
同
な
る
解
轄
の
標
準
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
註
二
二
)

H
P
J岱
げ

H
d
H
o
y
n
-
H
f
c
・

m-g
ほ
-wgR・

(
訟
二
三
)

イ
ぬ
同
・
丙

HWC自
dmkrρ
巳
pdawmZH出
B
h
v
p
g
H
D
∞z
r
H
P
ρ
5
2
2
2
1
1
1
中
世
に
て
は
紳
の
み
憲
法
制
定
権
(
町
c
g
m
g
m
g
E
H広
g
E
)

を
十
仰
す
と
信
ぜ
ら
れ
た
。
カ
ル
ゲ
イ
ン
汲
の
反
暴
君
論
者
の
理
論
も
同
様
で
あ
る

(
C
-
p
v
B
U
Y
4
2片手盟国回目刷由回。
v
z
m・
430

(
計
二
匹

ν

憲
法
義
解
第
二
十
二
僚
の
註
に
臼
く
「
以
下
各
依
ρ

臣
民
各
個
ノ
白
向
及
財
産
ノ
安
全
ヲ
保
明
ス
蓋
シ
法
律
上
ノ
自
由
ハ
臣
民
ノ
権
利
ニ
シ



テ
其
ノ
生
活
及
智
識
ノ
溌
淫
/
本
源
タ
リ
自
由
ノ
民
ハ
文
明
ノ
良
民
ト
シ
テ
以
テ
閥
家
ノ
日
楽
ヲ
翼
賛
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ナ
リ
故
一
一
立
憲
/
岡
山
皆

白
川
町
各
個
ノ
向
山
及
財
産
ノ
安
全
7
以
テ
貴
重
ナ
ル
権
利
ト
シ
テ
之
ヲ
確
保
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
」
(
一
一
一
十
四
頁
)
ω

郎
ち
枇
曾
上
有
害
な
ら
ざ
る
限
り
臣
民

を
し
て
天
賦
の
能
力
を
後
揮
せ
し
む
る
は
我
が
憲
法
の
粉
紳
で
あ
り
、
換
一
一
回
ナ
れ
ば
警
察
命
令
の
大
様
を
留
保
の
下
に
.
第
二
章
は
法
治
主
義
の
原
則

を
例
示
す
る
も
の
で
あ
る
(
拙
稿
、
法
皐
研
究
第
二
巻
同
二
八
頁
以
下
参
照
)

0

以
下
に
私
は
右
の
如
き
自
然
法
が
憲
法
の
解
副
作
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
殊
に
法
治
困
の
理
論
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。
そ

れ
は
第
一
に
立
憲
制
度
の
批
判
と
憲
法
改
正
穫
の
限
界
で
あ
っ
て
、
立
法
樺
に
表
は
れ
る
主
権
が
他
律
的
拘
束
に
服
す
る
と
と
で
あ
る
。

第
二
は
所
謂
自
由
権
(
或
は
基
本
楼
)
に
闘
す
る
具
樫
的
た
規
定
が
行
政
権
の
み
な
ら
や
立
法
擢
を
も
制
約
す
る
こ
と
で
あ
る
ο

主
権
の
基
礎
及
び
限
界

大
戦
以
前
の
公
法
撃
に
著
し
い
貴
詩
主
義
的
固
法
論
は
訟
に
猫
自
の
存
在
・
債
値
を
否
定
し
て
こ
れ
を
園
家
が
定
立
し
若
く
は
承
認
す

(

註

一

〉

門

註

二

〉

る
規
範
L
」
餅
し
、
又
岡
家
の
統
治
構
は
訟
の
外
に
作
す
る
枇
合
撃
的
質
力
と
し
て
前
提
す
る
。
そ
れ
は
夙
に
賃
設
法
に
闘
し
て
論
ぜ
ら
れ

た
所
で
あ
る
。
自
然
法
が
超
園
家
的
な
の
に
反
し
て
寅
説
法
は
人
類
の
圏
樫
の
自
由
な
所
産
に
過
ぎ
歩
、
合
目
的
性
の
見
地
よ
り
し
て
自

内
民
建
更
を
蒙
む
る
千
段
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
費
詩
主
義
の
下
に
、
法
の
理
念
の
内
容
は
功
利
主
義
を
以
て
、
又
そ
の
放
力
は
貴
力
蹴

(
註
三
〉

念
を
以
て
置
換
へ
ら
れ
、
法
の
日
的
た
る
正
義
と
法
的
安
全
と
は
そ
の
背
後
に
退
く
に
至
る
。

と
の
ラ

l
バ
ン
ト
・
ケ
ル
ゼ
ン
流
の
論
理
的
形
式
主
義
は
従
来
強
く
公
法
祭
界
を
風
牒
し
た
の
で
あ
っ
て
、

ヱ
リ
ネ
ッ
ク
に
よ
る
日
的

憲
法
細
川
緯
の
白
然
法
的
色
移

f司、

fH 
上
¥ーノ

ノ九

九
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概
念
の
主
張
も
こ
の
大
勢
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
然
る
に
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
に
於
け
る
猫
逸
固
法
撃
舎
の
合
議
(
牛
乳
K
六
)
以

衆
こ
の
費
詩
主
義
が
批
判
せ
ら
れ
、
殊
に
ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
第
二
篇
の
基
本
樺
の
規
定
に
閲
し
て
新
た
る
精
神
科
準
的
概
念
構
成
が
強
調

(
註
問
〉

さ
れ
る
に
至
っ
た
。

(
詰
一
)

-
Eロロ。
rwpHH問。
B
a
g
m
g
p
g
H。VBu
窃・臼由由・

(
註
二
)

。
2
Z
3
C
Eロ品目白∞
3
m
-
出

z
r
r
rロ
h
f
a
g
p
g
H
S
E
E
m
-
r
m
a
p
r
c
Eロ白岡田由
3
∞・

5
・

(
註
三
)

此
D

賃
設
主
義
は
世
界
観
の
封
立
に
は
何
等
鰯
れ
る
所
な
く
、
且
つ
概
念
構
成
を
専
ら
賃
設
法
の
範
閣
に
限
局
す
る
も
の
で
あ
る
宮
島
乱
回
m
g

HV吉
岡
E
F
D臼
B
E
5
2
山
口
向
。
こ
w
Eは∞
s
p
o
v
g
d山田窓口
m
o
r
p
∞
]
同
時
怖
心
。
そ
れ
は
、
図
家
が
法
に
擦
り
且
ワ
法
の
怨
に
存
す
る
と
主
援
ナ

る
古
代
ゲ
ル
マ

y

D

観
念
を
根
本
的
に
修
正
し
た
も
D

で
あ
っ
た

(
2
2
r
M
p・
p・。
-m-
日

g
)。
後
第
十
九
世
紀
の
街
頭
授
史
法
皐
汲
が
擾
顕
し
て

自
然
法
と
実
定
法
と
の
区
別
を
止
揚
し
た
。
郎
ち
法
と
図
家
と
は
相
共
に
後
達
し
.
相
互
に
規
定
せ
ら
れ
.
且
つ
拘
束
さ
れ
る
と
説
明
す
る
。
け
れ
ど

(
註
四
)

も
此
の
梓
白
皐
的
基
礎
は
薄
弱
で
あ
っ
て
、
次
第
に
本
文
迷
ぶ
る
如
き
貧
詮
主
義
に
推
移
し
‘
白
然
法
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
Q
Z
L
-
w
∞
-UHd。

例
へ
ば
国
民

CHHH円円
E
E
H
H
E
P
J
1
2む
ほ
匂

E
H
H
H品
目
戸

23HHHum-ω
て吋同日。句。
rkpgMWCRHHe
岡山・串
cm-ω
宮内向
ι
目
5Bmpv
同
ZHaw戸
CF

h
g
a
A
Y
E
m
o
Zロ
m
g
三
2
2
r
z
F
∞
-
2
f
k
P
5
0
5
F
H
γ
2
4
2時E
Eロ
前
向
。
m
匂

2
g
c
Z
H
H
F
r
z
L凶
〉
戸
内

H・
a-
白
8
・

私
は
こ
の
新
し
い
傾
向
を
示
す
者
と
し
て
ス
メ
ン
ト
と
カ

I
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
引
用
し
よ
う
。

ス
メ
ン
ト
は
国
家
の
本
質
を
流
動
す
る
生
命
に
求
め
る
。
こ
の
生
命
は
佃
k

の
生
活
現
象
を
惹
起
す
る
全
睡
で
は
な
く
、
綜
合
闘
係
に

立
ヲ
個
々
の
生
活
現
象
中
に
の
み
存
し
、
且
っ
こ
の
綜
ム
口
を
絶
え
や
更
新
し
構
成
す
る
過
桂
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
る
o

彼
の
所
謂
統
整

(][ロ

g
m
g
t
oロ
)
が
園
家
の
本
質
よ
り
も
寧
ろ
そ
の
作
用
・
心
理
的
過
程
を
意
味
す
る
こ
と
は
謂
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
園
家
を
意
思
あ
る

間
樫
(
J
4

己申
5
4
2
Z
E
)、
そ
の
統
整
を
意
思
の
活
動
(
者
巴

g
s
w
g〉
と
す
る
以
上
は
、
必
然
に
本
質
的
な
目
的
・
職
分
を
前
提
す
る



門
誌
五
〉

も
の
で
園
家
は
自
己
に
課
せ
ら
れ
た
超
経
験
的
な
意
味
開
係
(
毘
口
同
同
盟
国
P
E
E
S
E
H
Hぬ
る
を
貴
現
す
る
に
守
す
る
。
こ
の
目
的
に
封
す
る

活
動
の
法
則
性
が
超
桐
人
的
な
闇
慢
を
構
成
す
る
の
で
あ
っ
て
、
後
述
す
る
園
民
の
同
質
(
問
。
目
。
宮
巳

S
3
は
必
要
で
は
な
い
。
こ

ρ

超
園
家
的
目
的
に
依
る
統
整
は
自
然
法
を
想
起
せ
し
む
る
も
の
で
、

そ
れ
は
法
治
固
に
至
る
詮
の
他
、
国
家
至
上
主
義
に
殻
民
す
る
傾
向

ハ
註
六
〉

を
も
令
む
と
は
い
へ
、
従
来
の
形
式
的
な
責
設
主
義
と
は
明
か
に
匝
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
彼
は
憲
法
を
観
念
的
な
意
味
樫
系
と

し
つ
つ
、
猶
之
を
理
解
す
る
震
に
は
成
文
憲
法
典
の
他
、
枇
合
準
的
た
諸
積
の
力
を
援
用
す
る
左
要
す
る
も
の
と
し
た
。
園
家
は
そ
の
統

整
過
程
の
巾
に
そ
の
生
活
事
責
左
有
す
る
が
、
憲
法
は
こ
の
過
程
の
個
々
の
部
分
を
規
定
す
る
|
|
正
確
に
い
へ
ば
刺
戟
す
る
1

1

に
過

ぎ
な
い
。
併
し
な
が
ら
劃
象
を
生
活
事
賓
と
意
味
秩
序
と
の
両
面
か
ら
把
捉
す
る
こ
と
は
上
越
の
如
く
慣
値
を
超
克
す
る

(
d
d
a
t・-活マ

(
註
七
〉

呈
出
向
。
出
〔
凶
)
信
仰
の
世
界
を
前
提
し
て
初
め
て
可
能
な
り
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
註
五
)

窃
同
出
。
ロ

9
4
2同
5
2
E
m
ロ
ロ
色

4
2
?星
回
ロ

m
Z
S
r
t
a
-
Hタ
白

由

故
に
彼
の
所
論
は
リ
v
ト
の
現
象
血
中
を
基
礎
と
ナ
る
に
拘
は
む
ず
‘
之
と

昼
(
る
も
の
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
リ
ヴ
ト
。

寝
耳
V
H
E
m
B
Z
H州
2
2〔
E
E
-
-
2
E
F
F
a
t島
出
回
目
再
出
向
の

2
g
Z
E
u
r
p
p
u
E戸内
H
w
m
w
v
O
)

は
超
個
人
的
な
問
慢
の
本
質
を
構
成
せ
ず
‘
そ
こ
に
は
唯
各
個
人
の
本
質
り
が
存
在
す
る
に
止
ま
り
・
各
人
は
他
人
を
燐
誇
法
的
封
象
と
し
て
白
己
。

手
中
に
受
納
す
る
の
で
あ
る
。
ペ

mH・
同
m
w
B
F
H
H
5
4
4⑦
宅
ロ

e
m
m
g
p
g啄
ヴ
芯

gahm-
〕

[
S
R

(
設
六
)

ィ
ぬ

H
-
G芯
同
日
内

3

p
・
p
・

c・
m
-
M吋巴・

一
万
来
図
家
を
有
機
緯
と
観
る
こ
と
は
之
に
神
秘
的
な
生
命
の
カ
を
認
め
る
も
の
で
、
原
史
的
乃
至
は
宗
歓

的
な
非
合
理
主
義
を
含
む
。
統
治
者
を
承
認
ナ
る
も
の
は
図
民
の
意
思
で
は
な
く
、
歴
史
と
宗
教
・
正
賞
性
と
一
仰
の
恩
寵
或
は
統
治
者
の
受
く
る
特
別

閃
山
寵

(CFZUBhv)
等
総
べ
て
上
よ
り
来
る
。
そ
し
て
ラ

l
ト
プ
ル
プ
に
依
れ
ば
ス
メ
ン
ト
の
統
整
理
論
は
静
的
な
図
家
有
機
種
詑
を
動
的
理
論
に
幾

じ
た
る
も
の
で
あ
る

(
F
B
2
0
Y
F
p・
c
-
m
w
2
・
g
g・凶
J
o

(
註
七
)

mHP⑦ロ
hrp・
p
-
C
‘∞-ミ・

3

彼
は
ウ
イ

l

y
皐
汲

ω
法
律
皐
が
意
味
秩
序
と
し
て
の
法
秩
序
の
み
を
考
察
し
生
訴
事
貨
と
し
て
の
宇
宙
を

憲
法
解
懇
の
自
然
法
的
色
彩

(
図
上
)

ブL
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会
く
看
過
せ
る
も
の
と
し
、
封
品
棋
を
岡
市
よ
り
認
識
す
る
は
避
く
べ
か
ら
ぎ
る
思
考
の
振
動

(。m回出
回
目
⑦

HAWロ
色
⑦

m
C
6島町
F

ロ
日
向
。
ロ

m
)
(
H
h
r
p
F
g
e
m
-

当
日
ほ
・
)
と
断
定
し
た
。
け
れ
ど
も
質
在
と
俣
債
と
の
謝
立
を
止
揚
す
る
は
宗
数
の
世
界
に
於
い
て
一
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
宗
教
は
総
べ
て
存
在
す
る

も
の
の
最
終
の
肯
定
総
べ
て
の
も
の
の
上
に
肯
定
と
ア

1
メ
ン
と
を
云
ふ
微
笑
す
る
賞
諮
主
義
で
あ
る
(
切
手
ゲ
B
o
r
u
p
p・
c-
∞・

3
。
此
の
世
界
に

共
の
統
整
は
本
質
の
認
識
(
J
手
盟
国
白
骨

r
S
E
E
m
)
と
債
依
剣
断
(
司
2
Z
Z色
)
と
を

立
た
ざ
る
限
り
彼
の
立
場
は
方
法
論
的
に
非
難
さ
る
べ
く

混
同
す
る
も
の
と
な
る
(
同
色
由
。

P
H
U
3
m
g
ζ
'
P
H
m
F
rぬ
g
t
c
p
m
-

印。

ス
メ
ン
ト
と
相
並
ん
で
注
目
す
べ
き
は
カ

l
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
。
紋
は
先
づ
近
世
の
諸
憲
法
に
共
通
の
理
想
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法

治
岡

2
2
ゲ青山叫・
2
H
E
g
]
[
H
S
H
H
Z田
宮
丘
)
と
解
し
、
そ
の
特
色
と
し
て
、
圏
構
の
濫
用
に
艶
し
佃
人
の
自
由
を
保
障
す
る
と
と
、
之
が

母
に
園
家
的
生
命
の
あ
ら
ゆ
る
表
一
一
小
を
規
範
化
の
系
列
中
に
限
局
し
、
叉
園
家
活
動
の
悉
く
を
権
限
に
護
、
ぜ
ん
と
す
る
こ
と
に
之
を
求
め

(
註
八
〉

る
。
と
の
法
治
閣
の
原
理
に
は
自
然
法
が
極
め
て
明
瞭
に
表
は
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
後
に
譲
る
。

次
に
紋
は
憲
法
(
J

京
区
富
田
口
出
∞
・
)
の
概
念
を
憲
法
的
法
律
(
〈
由
民
P
窓
口
岡
高
話
2
0仲
間
)
か
ら
目
別
す
る
c

前
者
は
憲
法
制
定
権
者
(
吋
忌
官
同

(-24由
民
間
富
田
口
口
市
出
各
自
営
回
。
。
者
MHF)
を
遇
し
て
政
治
圏
瞳
た
る
園
家
が
決
定
し
た
自
己
の
形
式
態
様
を
い
ひ
、
直
接
憲
法
を
創
造
し

た
政
治
闇
慢
の
意
思
に
基
づ
い
て
殻
力
を
保
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
後
者
は
こ
の
憲
法
堂
前
提
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容

(
註
九
)

が
憲
法
の
執
行
規
定
な
る
か
或
は
費
更
子
績
を
特
に
加
重
し
た
場
合
で
あ
る
。
か
く
て
一
般
の
法
律
の
み
な
ら
十
憲
法
的
法
律
も
亦
上
位

の
憲
法
に
規
範
の
基
礎
を
件
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
憲
法
白
樺
の
安
首
性
は
何
慮
に
求
む
べ
き
か
。
す
べ
て
政
治
閤
健

Q
O
H
5
2
E

閉
山
口
宮
山
仲
)
白
憤
値
・
存
在
理
由
は
そ
の
規
範
の
正
賞
な
り
や
若
く
は
拭
用
あ
り
ゃ
に
存
サ
ホ
ノ
、
圏
慢
の
存
立
自
慢
に
認
め
ら
れ
る
。
憲
法
は

と
の
政
治
的
費
在
よ
り
生
じ
た
政
治
的
決
定
に
基
づ
き
、
そ
の
安
首
位
の
根
擦
は
本
質
的
に
賢
在
性
(
(
凶
器

4
2
2
E
d
F出
何
回
国

g
H
H
N
E
F
)

(
註
一

O〉

を
有
す
る
。
併
し
な
が
ら
彼
の
所
謂
憲
法
制
定
権
者
た
る
活
主
又
は
園
民
に
は
犬
々
自
己
を
王
宮
な
ら
し
む
る
償
値
(
正
常
性

F
品
E
B
T



ぎ
)
が
議
定
さ
れ
る
。

ω宗
主
は
連
綿
た
る
王
朝
(
問
。
己
宮
己

g
a
2
3
d
p注
目
。
)

に
基
づ
い
て
岡
家
を
表
現
す
る
一
υ

そ
れ
は
人
格

化
せ
る
神
業
く
は
家
父
の
観
念
た
以
て
説
明
さ
れ
、
隠
れ
J

て
本
質
上
政
治
的
な
も
の
に
非
歩
、
紳
率
的
・
世
外
観
的
な
も
の
に
岡
崎
す
る
u

mw岡
民
が
困
家
概
念
を
規
定
す
る
地
位
に
立
つ
の
は
、
そ
れ
が
政
治
活
動
の
能
力
あ
る
統
一
樫
た
る
外
に
各
例
人
が
本
質
的
に
共
通
な
嬰

素
あ
る
震
で
あ
る
。
或
は
物
理
的
・
倫
理
的
に
共
通
性
が
意
識
せ
ら
れ
、
或
は
宗
教
上
の
信
仰
を
共
通
に
し
、
或
は
歴
史
的
・
政
治
的
に
同

ハ
註
一
一
一
)

T
性
を
帯
び
る
等
の
如
し
。
従
っ
て
憲
法
制
定
権
者
の
無
制
約
が
主
張
さ
れ
る
の
に
拘
は
ら
す
、
こ
こ
に
於
い
て
も
園
民
は
特
定
の
貰
質

円
註
一
三
〉

的
慣
値
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。

(
註
八
)

cpユ
m
o
F
E
Z
-
F民
S
E
E
m
-
e
r
p
m・
ωミ同・

ポ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ム
ス
の
露
国
及
び

7

ァ
シ
ス
ム
ス
の
伊
大
利
が
例
外
た
る
は
謂
ふ
ま
で

も
な
い

(HZpw
∞
-
き
)
。

(
註
九
)

。・∞
cv自
体
p

p

・
p
・
c・
m-
凶

C
R・
4
申

此
の
環
論
は
箆

3
m
m
が

3
5
c
r
o
s
a
E
E己
を

匂

2
4
a
E
8
5
5息
切
よ
り
阪
別
す
る
の

と
同
一
思
想
で
あ
る

(
4
∞
F
F出
-
u

日
出
・
コ
毘

-wC30
即
ち
憲
法
は
前
者
に
依
っ
て
創
造
せ

b
る
る
の
に
反
し
て
後
者
代
憲
法
及
び
憲
法
的
法
律
に
税

律
き
る
る
も
の
で
あ
る
。
何
こ
こ
に
所
説
憲
法
に
属
す
べ
き
も
の
は
ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
に
於
い
て
は
民
主
主
義
・
共
和
政
・
聯
邦
制
・
議
院
内
閣
制
及
び

プ
ル
ジ
ョ
ア
法
治
図
の
特
色
た
る
基
本
穣
・
纏
カ
分
立
制
で
あ
る

q
z
p
m
-
M♂
日
)
。

(
註
一

O
)

同ず同色

"
m・凶凶・
4
2
・

(
註
一
一
)

国
よ
り
君
主
を
九
絡
化
せ
る
一
柳
若
は
之
に
類
似
せ
る
も
の
と
見
る
と
き
は
世
界
岡
家
の
色
移
を
有
し
、
岡
家
叫

多
数
存
在
す
る
こ
と
は
説
明
に
困
難
を
感
ず
る
。
け
れ
ど
も
君
主
を
句
話
回
目

2
B
p
m
z
gユ
と
観
る
こ
と
は
君
主
政
の
正
常
な
る
こ
と
を
基
礎
什
け

る
も
の
に
非
ず
.
叉
旬
。
dJEH
吋ロ
tH可
。
の
説
明
は
共
和
政
の
大
統
領
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の
で
何
れ
も
正
賞
で
は
な
い

(
H
Z
P
Z
M
g
w
凶
∞
コ
J

君

][一
FHa〔
H
w
a・
∞
叶
町
内

w
凶∞同州同・

主
が
政
治
的
自
己
規
定
の
完
全
な
る
白
出
を
依
き
.
少
く
と
も
一
定
の
王
朝
・
王
位
継
承
の
順
位
等
に
拘
束
せ
ら
る
る
こ
と
は
、

シ
ュ
ミ
り
ト
自
身
も

認
め
る
如
く
本
来
の
無
制
約
な
る
憲
法
制
定
権
者
と
兵
り
・
特
定
の
債
債
を
前
提
と
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

(
4
も
-
H
Z
P・
m・
2
)。
仰
此
。

憲
法
相
川
稗
の
自
然
法
的
色
彩

(
同
上
)

ゴL
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黙
に
闘
し
て
ス
メ
シ
ト
は
宗
主
の
本
質
を
其
の
廃
史
的
停
統
的
債
備
に
依
り
岡
家
を
統
撃
す
る
人
格
に
求
め
る

(
m
B
S
-
w
p・
p
-
0・
a
・
出
∞
唱
団
唱
。

(
註
二
一
)

H
z
p
a・
苫
祖
母
∞
毘
・
彼
に
依
れ
ば
選
臨
時
機
兵
役
義
務
公
務
に
就
く
僚
件
等
の
卒
等
は
民
主
主
義
に
於
け
る
卒
壮
一
?
の
内
界
を
構
成
す
る
も
の

で
は
な
く
.
反
数
に
民
主
主
義
に
於
い
て
は
岡
氏
各
個
人
が
同
質
な
る
結
果
と
し
て
こ
れ
等
の
卒
等
な
る
法
制
を
生
ず
る
の
で
あ
る
(
[
]
[
戸
長
了
ぉ
・
凶
MJο

(
註
一
一
一
一
)

近
世
一
初
期
の
自
然
法
論
で
は
主
継
が
法
的
原
因
に
基
づ
い
て
存
す
る
揚
A
n
に
限
り
之
に
主
権
者
と
し
て
の
椴
利
を
認
め
た
。
而
し
て
主
様
が

法
的
限
界
を
除
越
せ
る
と
き
、
何
に
依
り
て
之
を
正
常
な
ら
し
む
る
や
は
設
が
分
か
れ
て
居
る
。
図
民
主
権
論
者
は
憲
法
建
一
一
史
に
針
し
て
凶
民
が
同
意

せ
る
と
き
に
之
を
認
め
る
。
就
中
ロ
ゥ
ク
は
此
の
同
意
が
強
制
さ
れ
た
る
に
非
ざ
る
こ
と
及
び
現
実
に
明
示
さ
れ
る
こ
と
を
裂
す
と
主
張
し
た
。
統
治

者
の
主
椴
を
主
張
す
る
挙
訟
で
は
適
法
な
る
統
治
者
が
主
穣
を
弛
棄
せ
る
こ
と
に
求
め
る
。
然
る
に
グ
ロ
チ
ウ
ス
以
後
次
第
に
.
主
権
を
完
全
に
把
持

す
る
者
に
は
直
ち
に
共
の
正
常
な
る
権
利
行
使
を
認
む
べ
し
と
す
る
思
想
が
白
然
法
上
樹
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
シ
ユ
ミ
ヴ
ト
の
所
設
も
亦
之
と
同
一

で
あ
る
(
イ
m
H
C
H
Z
r
p
F
P
C
-
ぉ

u
c
u
R
)

右
の
や
う
な
憲
法
皐
設
の
傾
向
か
ら
共
の
法
理
が
演
緯
さ
れ
る
。
第
一
は
立
憲
制
度
の
批
判
で
あ
っ
て
奔
放
な
形
式
主
義
宗
く
は

機
能
主
義
(
吋
口
口
付
-
昨
日
。
ロ
ロ
H
2
5
5
)
の
拒
否
で
あ
る
。

従
来
法
律
の
支
配
(
ロ

2
2島
え
酔

L
o
z
c
g丘
N
O
E
)

印
ち
法
治
園
主
義
の
論
擦
と
し
て
、
法
律
が
榛
カ
分
立

ω
機
構
在
通
し
て
自
由
吉

保
障
す
る
手
段
た
る
こ
と
及
び
園
民
が
現
費
若
く
は
観
念
上
之
に
同
意
を
興
へ
る
か
ら
、
そ
の
内
容
が
自
律
的
理
性
号
満
足
せ
し
め
、
以

(
設
一
間
U

て
自
凶
一
千
等
の
理
想
に
一
致
す
る
こ
と
が
邸
中
げ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
立
憲
制
度
が
単
に
政
治
的
・
経
情
的
構
力
の
専
制
に
封
し
て
例
人
の

!Ef 向
杢 t台
宮主
Qμニ
ドせ ヨヲ2三
百 ロ史

民す
める

同消
E 極
民的

話器
きに
も ξ盈
のぎ
じ門寸コ

あさ i
4己主す
二れ
主2q
，也、-

11¥1) そ
段れ
の向

有雇
ずは
Q イ可
耳'TC ~ 
整己
!泉己
理を
印正
レ~~

/>、で-
I-l 7戸

法王
性し
/町、-;r，

『る

も害
容の
~ )J 

l土
債
f由:
」

唯
相
調
的

無

(
p
g
o山市
刷
由

HH4Fん
片
岡

HHH片
HH申

関
係
た
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
自
然
法
と
一
面
に
於
い
て
潤
立
し
、

一
面
に
於
い
て
関
聯
す
る
。
そ
れ
は
本
来
全
国
民
が
阿
賀
な
る



こ
と
を
議
定
し
、
之
に
よ
り
議
舎
の
単
純
な
多
数
決
に
基
づ
く
法
律
の
中
に
す
べ
て
の
法
制
に
於
け
る
正
義
の
最
終
の
保
障
在
認
め
A
U
o

多
数
決
は
少
数
者
を
塵
迫
す
る
も
の
で
は
な
く
、
潜
在
す
る
一
致
が
之
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
に
過
ぎ
ヂ
、
法
律
の
核
心
た
る
正
義
ば

〈
註
一
六
〉

そ
の
制
定
手
績
に
伴
ふ
の
で
あ
る
。
印
ち
法
律
が
同
質
な
る
園
民
の
自
律
的
理
性
を
満
足
せ
し
む
る
こ
と
は
各
人
の
理
性
の
光
に
自
明
な

る
自
然
法
に
合
致
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ハ
註
一
七
〉

立
憲
制
度
に
到
す
る
と
の
認
識
は
法
律
の
支
配
に
一
定
の
限
界
を
議
想
せ
し
む
る
と
共
に
、
こ
の
機
能
主
義
若
く
は
機
能
的
統
整
の
他

に
貫
質
的
債
値
に
依
る
園
家
の
統
整
の
必
要
を
明
か
に
す
る
。
蓋
し
合
法
性
に
は
す
べ
て
の
見
解
動
向
に
劃
し
て
議
舎
の
多
数
を
制
す
る

機
舎
が
無
保
件
に
均
等
た
る
こ
と
を
要
し
、
然
ら
ざ
る
と
き
は
少
数
者
は
無
保
件
に
違
法
と
し
て
監
迫
さ
れ
、
人
口
法
性
の
名
に
よ
る
反
抗

(

註

一

八

)

〈

註

一

九

〉

権

(
Y
E
E
E山田
g
ロ
島
)
の
否
定
が
著
し
き
背
理
と
な
る
。
然
る
に
こ
の
信
念
は
現
在
か
な
り
動
揺
し
て
居
る
。
こ
れ
憲
法
上
北
主
の
猫

裁
大
権
・
園
民
の
基
本
権
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
叉
裁
判
所
に
依
る
法
律
の
貫
質
的
審
査
が
論
ぜ
ら
る
る
所
以
で
あ
る
。
自
己
に
凶
有
な

償
値
内
容
に
よ
り
園
家
を
統
整
す
る
こ
と
を
合
法
性
に
劃
し
て
正
営
性
(
伊
由
∞
正
日
目
許
容
)
の
原
則
と
い
ふ
。
自
然
法
に
窮
極
の
基
礎
在
有

し
て
岡
家
を
統
整
す
る
債
値
は
、
合
法
性
の
原
理
を
通
し
て
間
接
に
作
用
す
る
の
み
な
ら
や
、
こ
れ
と
は
別
側
に
直
接
強
動
し
、
時
引
の
結

果
法
律
の
支
配
を
制
限
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

(
註
一
四
)

ヘ
ヲ

1
に
依
れ
ば
ク
ラ
シ
カ
ル
な
法
治
図
概
念
は
二
個
の
思
想
に
伍
胎
す
る
。
共
の
一
は
白
然
法
に
内
在
す
る
自
律
。
烈
想
で
あ
っ
て
、
彼

は
之
を
賃
質
的
な
法
治
図
思
想
と
稀
ナ
る
。
こ
こ
に
法
律
の
優
勝
性
の
理
由
が
あ
り
・
法
律
の
形
式
と
内
容
と
は
不
可
分
の
閥
係
に
立
つ
。
共
の
二
は

組
織
技
術
上

(
3
m
a
E寄
託
D
E
S島
巳
宮
町
)

の
法
治
図
主
義
で
あ
っ
て
.
之
が
構
力
分
中
止
主
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
的
安
全
を
保
障
す
る
技
術
的
手

段
に
過
ぎ
な
い
(
同
色
F
3
4
3
D
R
ロ
m
S
H
H
Z
E
Z
H
F
m
-
ぢ
凶
弓
・
)
。
倫
こ
こ
に
所
謂
自
由
が
身
慢
の
自
肉
・
所
有
棟
。
不
可
侵
の
如
き
自
然
法

憲
法
解
轄
の
自
然
法
的
色
彩

(
田
上
)

三
九
五



東
京
商
科
大
皐
研
究
年
報

法
事
研
究

第

苦慮

一
九
六

(
註
一
五
)

的
内
符
を
有
し
.
無
内
情
竹
な
形
式
的
要
請
に
止
ま
る
王
義
(
イ
も
・
刷
、
，
向

F
H
g
y
p
-
P・
c-a・
8
)
と
呉
る
は
後
迷
ナ
る
。

m
g
s
p
p
-
P
C・
m-]]印
ス
メ
ン
ト
は
政
健
論
を
統
整
僅
系

(
F
g田
E
E
B
g
u可
m
g
B③
)
の
類
型
と
解
ナ
る
の
で
あ
る
が
ガ
主
政
及
び
行

主
に
代
る
べ
き
統
整
内
容
を
有
ナ
る
民
主
政
と
呉
り
・
立
憲
制
度
そ
れ
自
慢
に
は
之
に
固
有
な
る
本
質
的
な
内
容
を
依
き
濁
立
の
政
慌
た
り
得
ず
と
併

ナ
る
。
蓋
し
彼
は
議
曾
制
度
の
本
質
を
機
能
的
統
整
に
求
め
た
か
ら
で
あ
る

q
z
p
m
-
ω
∞)
0

4

巴
・
同
言
甲
町
g
g
o
v弘
R
H
H同
研

-UHR-

P
H
H
m
r
v
B
Z
F
E向
島
民
怠
酔
戸
ロ
(
戸
『
関
山
岳
民

g
y
m
-
U
M
R
自
由
と
卒
等
と
は
呉
る
原
理
で
あ
る
。
前
半
唱
は
後
述
す
る
法
治
主
義
の
基
従

(
註
一
六
)

で
あ
り
.
後
者
は
本
来
民
主
主
義
の
骨
子
で
あ
る
。
民
主
主
義
は
現
存
す
る
民
族
が
常
に
其
D
健
|
|
代
表
色
合
育
凶
器
ロ

g
氏
自
)
に
依
ら
ず
1

1
政

治
活
動
を
絡
し
.
随
づ
て
政
治
関
般
自
身
と
一
致
す
る
要
請
(
司
ユ
ロ
岡
山
M
M
b
o
同
居
。
己
主
主
)
で
.
そ
れ
は
上
越
の
如
く
民
族
に
共
通
の
性
質
あ
る
こ
と

に
基
づ
く
。
故
に
図
氏
及
び
議
曾
に
封
ナ
る
大
臣
責
任
(
責
任
政
治
の
原
則
)
・
直
接
民
主
主
義
の
如
き
は
、
立
憲
制
度
と
共
遁
の
基
礎
に
立
つ
に
拘

は
ら
ず
‘
之
と
は
契
る
原
叩
刊
に
属
ナ
る
。
蓋
し
合
法
性
は
債
依
と
無
閥
係
な
る
一
市
あ
る
鮎
で
機
能
的
な
る
に
反
し
て
之
等
は
専
ら
岡
氏
の
賞
質
的
な

債
依
(
郎
ち

E
田正
E
E
)
に
基
づ
く
か
ち
で
あ
る

0
4】
-
F
S
2乙
rmF・
p
・

c-
∞
・
{
一
段
目

(
註
一
七
)

法
律
の
支
配
が
法
律
内
{
谷
の
愛
化
。
無
制
約
即
ち
議
曾
専
制
主
義

(
F
H
7
8
3
g
pげ
E
H
E
Z
B
g
)
を
意
味
せ
ざ
る
こ
と
は
後
逃
す
る
。

(
註
一
八
)

反
抗
樺
は
古
く
よ
り
主
権
が
自
然
法
の
限
界
を
総
越
せ
る
と
き
に
主
張
さ
れ
た
。
殊
に
岡
民
主
権
論
に
立
脚
す
る
反
暴
君
論
者
(
足
。

E
吋B

O
げ

cpgv⑦
ロ
)
は
暴
君
に
釣
し
て
、
岡
氏
全
曲
胞
が
反
抗
す
る
権
利
を
・
主
権
の
制
限
に
非
ず
し
て
却
っ
て
主
権
の
行
使
と
考
へ
た
。
之
に
反
し
て
主
権

の
形
式
的
全
能
を
主
張
す
る
論
者
は
資
質
的
に
違
法
な
主
権
の
命
令
も
亦
有
効
で
あ
り
、
人
民
に
は
唯
良
心
に
背
く
命
令
に
封
し
て
殉
教
者
の
消
極
的

反
抗
の
み
許
容
さ
れ
た
(
虫
⑦
吋
H
S
u
p
p
・

c・
m-UG叶玲・)。

(
註
一
九
)

叫
怖
に
多
数
者
は
不
確
定
な
る
裁
量
を
含
む
概
念
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
著
し
き
政
治
的
利
盆
を
有
ナ
る
。
殊
に
疑
は
し
き
場
合
に
は
合
法
な
り

と
の
推
定
を
受
け
、
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
い
て
も
、
そ
の
下
命
は
直
ち
に
執
行
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る

(
Pユ
∞
。
r
B広
P
E目
乙
凶
怠
F
m
-
g
w
臼由)。

第
二
の
問
題
は
憲
法
改
正
構
の
限
界
で
あ
る
。
同
よ
り
憲
法
は
之
に
内
在
す
る
統
整
原
理
に
よ
っ
て
そ
れ
自
身
弾
力
性
を
有
し
費

(
註
ニ

O〉

濯
す
る
。
憲
法
の
特
色
は
そ
の
封
象
が
政
治
的
性
質
を
具
備
す
る
に
あ
り
、
そ
の
規
律
は
意
思
交
渉
の
限
界
を
設
定
す
る
よ
り
も
寧
ろ
積



極
的
に
綜
合
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
随
っ
て
上
述
し
た
枇
舎
撃
的
た
事
賓
の
規
範
力
は
憲
法
の
領
域
に
於
い
て
特
に
著

(
註
二
一
〉

し
い
。
併
し
た
が
ら
意
味
秩
序
と
し
て
の
憲
法
と
そ
の
劃
象
た
る
政
治
的
責
在
と
は
因
果
関
係
は
あ
る
が
論
理
開
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

憲
法
の
理
念
は
必
然
に
園
家
現
象
な
る
素
材
に
規
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
後
者
に
よ
っ
て
前
者
が
基
礎
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

憲
法
改
正
擢
の
限
界
の
問
題
は
賓
讃
主
義
の
下
に
立
法
権
高
能
の
時
代
に
於
い
て
は
容
易
に
看
過
さ
れ
る
所
、
昭
一
や
け
れ
ど
も
第
一

に
憲
法
同
盟
の
同
一
性
連
績
性
は
常
に
維
持
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
憲
法
は
園
家
を
統
整
す
る
基
礎
・
目
的
を
興
へ
る
も
の
で
あ
り
、

(
註
二
一
一
一
〉

叉
憲
法
改
正
樺
は
畢
克
憲
法
に
基
づ
く
楼
限
に
遁
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
は
憲
法
の
同
一
性
を
害
す
る
こ
と
を
得
な
い
。

〈
註
二
回
〉

次
に
直
接
憲
法
の
正
文
に
費
更
を
加
へ
る
場
合
は
、
右
の
限
界
の
下
に
す
べ
て
遁
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
内
容
の
追
加
(
イ
由
民
出
品
官
。

N
S巴
削

除
(

J

1

2同

L
P
丘
H
H
O
ヴ

E
巴
修
正
(
J
1

申
込
町
山
口
ず
出
回
試
作
塁
。
ロ
)
、
故
力
の
一
時
的
若
く
は
部
分
的
停
止
(
〈
由
民
吉
田
宮
固
ま
出
)
の

何
れ
た
る
を
問
は
な
い
。
と
れ
に
反
し
て
憲
法
の
正
文
に
饗
更
を
加
へ
た
い
憲
法
改
正
法
律
が
憲
法
規
定
と
抵
燭
す
る
内
'
容
を
有
し
、
そ

の
一
般
的
妓
力
を
例
外
的
に
阻
却
せ
ん
と
す
る
場
合
印
ち
憲
法
の
破
段

(
4
0
民
巴
g
a
o
Vゲ
宮
口

r
z
Eむ

は
憲
法
違
反
と
い
は
な
け
れ
ぽ
な

ら
ぬ
。
か
か
る
法
律
は
性
質
上
規
範
で
は
な
く
具
僅
的
内
容
あ
る
底
分
(
回
国
盟
国

E
V
B
S
)
に
他
た
ら
た
い
。
そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
い

ふ
や
う
に
、
規
範
に
劃
し
て
貴
在
の
優
越
を
主
張
し
得
る
者
は
主
権
者
で
あ
る
。
主
権
者
は
上
述
の
や
う
に
法
律
に
は
拘
束
さ
れ
歩
、

白

O
出
合
d
H
o
m
A
W
E

の
底
分
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
た
。
然
る
に
法
治
主
義
の
徹
底
す
る
に
及
び
底
分
は
常
に
規
範
に
拘
束
せ
ら
れ
、
法
規
命

令
の
先
占
区
域
で
は

育問
-20円
H
O
∞
品
目

〈
註
二
五
〉

ざ
る
限
り
不
可
能
事
に
層
ナ
る
。
更
に
憲
法
の
正
文
に
盛
一
更
を
加
へ
た
い
憲
法
改
正
法
律
が
、
そ
の
制
定
手
績
に
於
い
て
憲
法
の
定
め
る

の
底
分
す
ら
否
認
さ
れ
る
。
故
に
憲
法
の
破
段
も
亦
主
権
者
た
る
憲
法
制
定
権
の
護
動
に
よ
ら

立
法
府
の
樺
限
を
超
え
た
る
場
合
即
ち
憲
法
の
齢
越
(
」
可
申
込

d
言
語
口
宵
即
位

gmむ
も
亦
違
憲
で
あ
る
。
蓋
し
憲
法
心
定
め
る
権
限
の
分

憲
法
解
緯
の
白
然
法
的
色
彩

(
回
上
)

ブL
じ



法
泉
研
究
第
二
一
波

〈
設
二
六
〉

配
は
憲
法
自
身
の
改
正
た
く
し
て
は
動
か
し
得
た
い
詩
に
、
憲
法
改
正
予
績
を
経
た
法
律
を
以
て
す
る
も
遁
法
と
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
志

東
京
商
科
大
泉
研
究
年
報

九
i¥. 

法
が
規
定
す
る
猫
立
命
令
の
授
樺
の
範
囲
を
逸
枕
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
濁
立
命
令
を
こ
の
種
の
憲
法
改
正
法
律
を
以
て
誼
法
た
ら
し
む

〈
註
二
七
〉

る
と
と
乞
得
な
い
。
叉
我
が
憲
法
第
七
十
三
僚
の
手
続
に
よ
る
法
律
を
以
て
、
直
ち
に
皇
室
制
度
を
規
定
す
る
と
き
は
憲
法
の
蹴
越
で
あ

る
。
憲
法
の
改
正
に
は
必
十
帝
国
議
舎
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
し
、
そ
し
て
皇
室
典
範
の
改
正
は
帝
園
議
舎
に
付
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
第
七
十
同
僚
の
規
定
自
身
を
先
づ
第
七
十
一
一
一
僚
の
千
績
を
以
て
改
正
す
る
に
非
ざ
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。
向
憲
法
が
法
現
象
の

〈
註
二
八
〉

杢
般
に
互
づ
て
之
を
規
定
事
項
と
す
る
矯
に
憲
法
の
蹴
越
は
通
常
憲
法
の
破
段
を
伴
ふ
け
れ
ど
も
同
者
は
概
念
上
直
則
さ
れ
る
。

同
よ
り
君
主
政
に
於
い
て
は
立
法
権
の
中
に
君
主
の
強
大
な
る
統
整
債
値
が
包
含
さ
れ
る
か
ら
、
立
法
樺
殊
に
憲
法
改
正
楼
の
版
界
は

(
註
二
九
〉

通
常
問
題
と
な
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
憲
法
の
同
一
性
が
憲
法
改
正
権
を
拘
束
す
る
こ
と
は
憲
法
が
闘
模
に
劃
す
る
法
的
規
範
た
る
以

上
は
明
瞭
で
あ
ら
う
。
プ
ラ
イ
ス
の
一
不
す
硬
憲
法
と
軟
憲
法
と
の
匝
別
は
、
前
者
に
ヲ
い
て
憲
法
の
建
謹
を
認
め
、
後
者
に
つ
き
一
位
合
心

意
に
基
づ
く
同
定
性
を
認
め
る
と
し
て
も
猶
こ
こ
に
意
義
を
有
す
る
。
之
を
我
が
憲
法
に
観
る
に
、
上
論
に
は
第
七
十
三
僚
の
改
正
予
韻

を
以
て
す
る
の
外
は
「
股
カ
子
孫
及
臣
民
ハ
敢
テ
之
カ
紛
一
史
ヲ
試
ミ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ
シ
」
と
穴
示
せ
ら
れ
、
之
は
明
か
に
憲
法
が
規

範
た
る
こ
と
を
認
め
給
ふ
た
の
で
あ
る
。
美
濃
部
博
士
が
憲
法
上
識
に
「
将
来
若
此
ノ
憲
法
ノ
或
ル
俊
章
ヲ
改
定
ス
ル
ノ
必
要
ナ
ル
時
宜

云
々
」
と
あ
り
、
叉
憲
法
第
七
十
三
僚
に
「
将
来
此
ノ
憲
法
ノ
傑
項
ヲ
改
正
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
会
樫
の
底
止
又
は
停
止
を
杷
封

に
違
憲
と
論
定
せ
ら
れ
、
更
に
寓
世
一
系
の
直
接
君
主
政
も
亦
憲
法
の
改
正
を
以
て
は
動
か
し
符
ざ
る
所
と
さ
れ
る
の
は
、
と
の
意
味
に

門誌一ニ

O
V

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
し

(
註
二

O
)

行
政
法
が
技
術
法
な
る
に
殺
し
て
憲
法
は
統
整
法
で
あ
一
る
。
線
べ
て
憲
法
に
闘
す
る
問
題
は
夫
弁
他
の
部
分
と
狽
立
に
理
解
す
べ
き
で
は
な



く
.
其
の
賃
現
せ
ん
と
す
る
意
味
閥
係
・
即
ち
統
整
機
能
の
醸
訴
の
一
要
素
と
し
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
宮
田

BAH-P・
p
・
。
-m-
お
O
R
V

(
註
一
一
一
)

殊
に
元
老
・
議
院
内
閣
制
。
如
き
習
俗
的
規
律
と
慣
習
法
と
の
直
別
は
幾
分
不
明
瞭
た
る
を
禿
れ
な
い
。
更
に
憲
法
の
規
定
が
甚
だ
街
潔
な

る
震
に
、
法
律
命
令
に
依
る
補
充
及
び
種
々
な
る
解
懇
の
品
陣
地
が
多
く
・
憲
法
の
愛
遷
は
一
一
暦
著
し
く
な
る
。
例
へ
ば
軍
統
帥
大
権
・
柴
典
授
奥
の
大

様
が
図
務
大
臣
の
輔
弼
に
依
ら
ざ
る
こ
と
は
内
閣
官
制
七
係
・
会
式
令
一
六
位
牌
乃
至
二
一
候
等
の
定
む
る
所
で
あ
り
、
帝
閣
議
舎
の
権
限
・
図
務
大
臣
・

植
密
顧
問
の
地
位
は
議
院
法
及
び
官
制
の
改
正
に
依
づ
て
左
右
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
註
ニ
ニ
)

濁
逸
帝
政
時
代
に
於
い
て
帝
国
憲
法
問
僚
に
列
撃
す
る
立
法
事
項
。
他
に
聯
邦
は
憲
法
改
正
手
績
を
緩
た
法
律
を
以
て
任
意
の
事
項
を
規
律

ず
る
こ
と
を
得
る
や
が
問
題
と
な
っ
た
。
レ
シ
ネ
・
ツ
ア
山
リ
ェ
・
ぺ

1
ぜ
ラ
ー
の
如
き
反
勤
設
は
同
僚
を
改
正
し
て
新
に
遺
加
し
た
事
項
に
限
り
聯

郊
の
立
法
が
可
能
な
り
と
し
た
が
、
資
際
の
容
れ
る
所
と
な
ら
ず
.
ラ

1
パ
シ
ト
の
示
ナ
遁
設
は
憲
法
改
正
の
要
件
を
共
ふ
る
場
合
に
は
直
接
憲
法
の

(
註
二
三
)

改
正
を
銭
さ
ざ
る
も
憲
法
規
定
と
侭
鯛
す
る
規
律
が
適
法
な
り
と
論
じ
た

(
F
Fロ
p
m
g
p
g
g
o
E
F
m
-
器
内
内
)
。

。
-movgzp州
p・
p・。・

a-H{~凶
シ
ュ
ミ
ヴ
ト
は
憲
法
の
改
正

(
4
2同
』

E
凶
⑦
同
同
国
ぬ
)
と
区
別
ナ
べ
き
も
O

と
し
て
図
家
の
同
一
性
を
失
ふ

場

令
(
4
e
H由

J12U凶
οvgum刷
)
憲
法
の
岡
プ
性
を
害
ナ
る
場
合
〔
イ

2
同
宮
君
主
同
明
日
ぬ
)
を
挙
げ
る
。
前
者
は
革
命
で
あ
っ
て
・
憲
法
と
共
に
宗
法
制

定
様
カ
を
も
駿
止
ナ
る
こ
と
を
謂
ふ

q
z
p
a・
2
1
後
者
は
憲
法
制
定
権
力
を
保
有
し
つ
つ
憲
法
を
除
去
す
る
も
の
で
あ
る

(HE--増
加
出
国
内
ご
。

(
註
二
四
)

同包吋

H
H
2
5
5
g
F
出
塁
。
富
山
口
同
ロ
ぬ

5
5
B
R
F
O同
5
5
m
m
g宮田
E
2
5
8
m
-
H
H少

EH-
区
♂

Hミ
・
か
く
の
如
く
嬰
更
が
憲
法
。

正
文
に
就
い
て
明
示
さ
れ
る
場
合
を
直
接
的
憲
法
改
正
法
律
守
口

E
ま
F
P
2
.
4
@同
時
ト
ロ
向
。
ヨ
ロ
沼
海
密
度
。
)
と
謂
ひ
、
憲
法
の
正
文
に
置
接
愛
更
を

(
註
二
五
)

加
へ
ず
、
而
も
賃
貸
上
之
と
低
摘
す
る
も
の
を
間
接
的
憲
法
改
正
法
律
と
稀
ナ
る

z
z
p
閉山司法)。

。
-m争
目
立
グ

np・
p・
c・
m-H3『
ほ
・
倫
此
の
法
治
主
義
O
愛
展
に
闘
し
て
は
拙
稿
、
憲
法
に
於
け
る
法
律
。
意
義
、
図
家
事
舎
雑
誌
四
六
品
位

二
務
一

O
八
頁
以
下
。

(
註
二
六
)

此
の
法
理
は
立
法
様
の
行
使
に
賞
っ
て
命
令
の
授
機
と
個
別
的
委
任
k
を
区
別
す
る
八
位
法
理
論
で
あ
る
(
拙
稿
、
前
掲
、

レ
I
Nソ
ェ

Y

シ
ュ

9
イ
ン
は
此
の
場
合
を
適
法
と
し

(Hzpm-]凶
串
)
、
憲
法
が
暗
黙
に
規
定
ナ
る
こ
と
を
地
棄
せ
る
事
項
例
へ
ば
ワ
イ
マ

一
0
0頁
以
下
)
。

(
註
二
七
〉

憲
法
解
懇
の
自
然
法
的
色
彩

(
田
上
)

三
九
九



東
京
商
科
大
事
研
究
年
報

法
皐
研
究

第

涜

問
。
。

ー
ル
憲
法
に
於
け
る
司
法
的
憲
法
保
障
制
の
如
き
と
同
様

(
H
E
p
w
m
-
G
3
.
憲
法
規
定
。
間
接
的
追
加
(
」
F
見

出

3
t
g
Eロ
ち
と
し
て
設
明
す

る
が
賛
成
出
来
な
い
。

(
註
二
八
〉

横
行
使
の
規
定
。
除
越
と
な
る
。

4
m
H
-
H
E
巧

g
Z⑦山
口

w
F
P・
c・∞・

8
3・
日
∞
・

例
へ
ば
憲
法
改
五
法
律
に
依
ら
ざ
れ
ば
愛
更
す
る
を
待
ず
と
規
定
ナ
る
法
律
は
、
憲
法
第
四
十
七
僚
の
破
段
た
る
と
同
時
に
第
五
僚
の
立
法

(
註
二
九
)

殊
に
憲
法
制
定
権
者
と
し
て
の
君
主
は
.
憲
法
を
欽
定
せ
る
場
合
は
勿
論
、
之
を
愛
布
す
る
に
先
だ
ち
議
曾
の
協
賛
を
緩
た
場
合
と
雄
も
・

依
然
と
し
て
主
権
を
保
有
し
、
図
民
に
主
槌
を
認
む
る
も
の
で
は
な
い
。
隠
ワ
て
君
主
の
行
使
す
る
憲
法
改
正
権
も
亦
無
制
約
な
る
か
の
如
き
外
観
を

主
ナ
る
の
で
あ
る
(
J
忠弘・。・

m
o
v
B
=
y
p・
p・。・

m
-
g
)。

(
註
三

O
)
所
謂
憲
法
制
定
権
者
は
我
が
憲
法
上
認
め
ら
れ
な
い
概
念
で
あ
る
。
憲
法
義
解
第
七
十
三
僚
の
誌
に
日
く
「
図
櫨
ノ
大
綱
ρ

高
世
ニ
互
リ
永

遺
恨
久
ニ
ジ
テ
移
動
ス
へ
カ
ラ
ス
ト
雄
一
五
キ
」
又
日
く
「
改
正
ノ
樺
降
一
一
天
白
守
一
層
ス
而
シ
テ
の
之
ヲ
議
舎
一
一
付
ス
ル
ハ
何

y
ヤ
一
タ
ヒ
定
マ
ル
ノ
大

典
ハ
区
民
ト
倶
一
一
之
ヲ
守
リ
王
室
ノ
専
怠
ヲ
以
テ
之
ヲ
晶
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
欲
セ
サ
ル
ナ

F
」
(
百
八
頁
)
。
更
に
第
四
僚
の
註
に
日
く
「
君
主
ρ

憲
法
/

線
規
一
一
依
P
テ
其
ノ
天
職
ヲ
行
フ
者
ナ
リ
故
一
一
一
彼
ノ
羅
民
一
一
行
ρ

レ

9
ル
無
限
権
勢
ノ
設
ハ
国
ヨ
り
立
憲
/
主
義
ニ
非
ス
:
日
瓦
/
設
ハ
我
カ
憲
法
ノ

主
義
ト
相
護
持
ス
ル
ニ
足
ル
者
ア
ル
ヲ
以
テ
弦
ニ
之
ヲ
附
記
ジ
テ
以
テ
参
考
一
一
首
ツ
」
(
六
頁
)
と
。

四

臣
民
の
基
本
権
に
依
る
立
法
権
の
制
約

個
人
の
自
由
を
園
家
権
力
に
封
し
て
保
障
す
る
法
治
園
の
思
想
は
前
節
に
述
べ
た
主
樺
乃
至
憲
法
制
定
樺
の
思
想
と
は
本
来
反
謝
の
傾

向
に
麗
す
る
。
そ
れ
は
∞
日
仏

E
L。
て
丘
三
に
劃
し
て
ロ
ず

2
窓

会
H

O
山
吉
同

g
を
主
張
し
、
園
家
の
政
治
的
存
立
よ
り
も
現
存
の
法
秩

(
註
一
〉

序
及
び
例
入
国
罷
の
既
得
穫
を
傘
重
す
る
思
想
で
あ
る
リ
こ
れ
に
は
二
つ
の
根
本
原
則
が
あ
る
Q



(
註
一
一
)

足。ロ
g
m
A戸山

2
w
同
名
ユ
骨
白
0
3
】

c
y
u
Q
u
a
d
M
M
・
日
三
寸
・
そ
の
結
果
・
本
文
遺
ぷ
る
印
刷
の
外
に
法
律
。
支
配
即
ち
法
律
の
留
保
及
び
優
勝
性

(
拙
稿
.
前
掲
、
図
家
血
平
曾
雑
誌
四
五
巻
一
二
鋭
一

O
七
頁
以
下
)
.

司
法
機
の
濁
立
・
行
政
裁
州
制
度
等
は
此
の
婆
請
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
主
権

の
法
理
は
貧
定
法
上
。
様
利
を
主
構
者
が
白
向
に
侵
犯
し
得
る
も
の
と
仰
附
す
る
。
之
に
依
れ
ば
自
然
法
も
亦
主
様
に
封
し
て
は
何
等
強
行
性
な
く
.
主

権
者
と
臣
民
と
の
問
に
権
利
義
務
白
闘
係
を
否
定
す
る
(
の
円
2
W
3
F
U
・

c・
m・
8
♂
凶
器
民

-
w
8
3。

そ
の
一
は
権
力
分
立
に
示
さ
れ
る
組
織
原
理
(
。
招
P
E
g
t
c
S宵
宮
N
J〉

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
就
中
法
律
が
一
般
的
法
規
た
る

こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
と
に
本
来
同
呉
れ
る
原
理
た
る
自
由
と
平
等
と
が
関
聯
す
る
。
と
の
法
理
の
根
擦
は
法
律
の
支
配
が
樺
カ
に
よ
る
怒

意
の
支
配
を
排
斥
す
る
も
の
で
、
障
っ
て
法
律
が
規
範
郎
ち
普
遍
的
内
容
あ
る
左
要
す
と
す
る
に
在
る
。
け
れ

E
も
こ
の
さ
Z
巳
患
に

封
し
て
吋
弘
吉
を
主
張
す
る
根
擦
は
上
述
し
た
憲
法
の
破
段
白
一
場
合
と
は
異
る
。
後
者
が

S
E
E
H品。
B
の
慮
分
に
類
似
す
る
に
反
し

(
註
二
〉

て
前
者
は
】
V
H
P伯
仲
申
円

H
o
m冊
目
の
底
分
に
類
似
す
る
。
故
に
例
別
的
た
底
分
を
内
容
と
す
る
法
律
も
亦
遁
法
と
い
は
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

円
桂
三
〉

設
に
注
意
す
べ
き
は
こ
の
要
求
が
殊
に
園
民
の
基
本
樺
の
規
定
に
四
回
保
さ
れ
た
法
律
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
る
と
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
基
本
構
の
規
定
に
は
後
述
す
る
制
度
及
び
組
織
の
保
障
の
外
に
更
に
有
力
な
保
障
を
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
蓋
し
園
家
組
織
・
外

交
・
軍
政
・
財
政
の
如
き
園
家
の
維
持
・
存
立
を
直
接
の
目
的
と
す
る
作
用
に
あ
っ
て
は
、
法
律
の
一
般
性
は
園
家
統
整
の
原
理
の
背
後

(
註
四
〉

に
隠
れ
る
の
で
あ
る
が
、
法
目
的
・
刑
罰
目
的
及
び
内
政
の
作
用
は
と
れ
と
異
り
、
法
の
理
念
及
び
法
の
定
型
性
に
支
配
せ
ら
れ
、
随
つ

(
註
王
)

て
合
理
主
義
的
た
法
律
概
念
が
是
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
律
内
容
の
鑓
化
の
無
制
約
(
ロ
ロ
ヴ
窓
口
町
伊
巳
円
宏
司
阿
毎
日

P
Zロ
広
酔
臼
2
0
2，

g
g田町
V
P
E
)
を
主
張
さ
れ
る
美
濃
部
博
士
も
亦
民
事
刑
事
に
関
し
て
一
般
準
則
を
現
貴
に
遁
用
す
る
の
は
司
法
樺
の
任
務
と
し
、
こ
の

〈
詰
六
〉

場
ム
口
に
法
律
内
容
の
永
槙
普
遍
性
を
容
認
さ
れ
る
。
法
律
に
定
む
る
裁
判
官
の
裁
判
&
受
く
る
楼
利
(
憲
法
第
二
十
同
僚
)
に
所
謂
法
律

憲
法
制
附
懇
の
自
然
法
的
色
彩

(
岡
上
)

T可。



第
三
務

(
註
七
)

が
一
般
的
法
規
た
る
こ
と
を
要
す
る
の
も
同
一
法
理
で
あ
る
。
所
有
樺
を
制
限
す
る
法
律
も
一
般
的
法
規
を
意
味
し
、
個
々
の
人
の
み
に

東
京
商
科
大
挙
研
究
年
報

法
拳
研
究

四

O 

適
用
さ
れ
る
法
律
は
公
用
徴
牧
と
し
て
相
官
の
補
償
を
典
ふ
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。
楼
力
分
立
の
原
則
が
立
法
と
司
法
・
行
政
と
の
混

同
に
反
謝
し
随
っ
て
自
由
及
び
財
産
に
劃
す
る
侵
害
が
直
接
法
律
を
以
て
行
は
れ
や
ノ
、
法
律
に
基
づ
き
て
他
の
機
関
に
よ
り
賓
現
さ
れ
る

ハ
註
八
)

こ
と
を
要
求
す
る
か
ら
、
公
用
徴
牧
の
法
律
は
具
程
的
な
公
用
徴
牧
に
非
守
し
て
、
そ
の
要
件
・
千
績
を
一
般
的
に
規
定
す
る
の
み
。
更

に
罪
刑
法
定
主
義
は
刑
罰
法
の
法
律
主
義
と
そ
の
遡
及
抜
の
禁
止
と
を
包
含
し
、
後
者
は
憲
法
第
二
十
三
僚
の
前
提
と
解
さ
れ
る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
同
僚
に
留
保
さ
れ
た
法
律
の
内
容
が
普
遍
性
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
こ
の
原
則
め
本
質
た
る
法
治
園
的
意
義

〈
註
九
〉

は
全
く
喪
失
す
る
か
ら
で
あ
る
υ

(
註
二
)

形
式
的
法
律
の
内
容
が
一
般
的
法
則
た
る
べ
し
と
す
る
理
論
は
夙
に
ゲ
オ
ル
グ
・
マ
イ
ヤ
ー
の
、
モ
唱
し
た
所
で
あ
る
が
(
拙
稿
、
前
掲
、
図
家

皐
曾
雑
誌
四
五
巻
一
二
銃
九

O
頁
以
下
)
‘
比
較
的
救
一
む
ま
で
所
諮
白
山
及
び
財
産
の
形
式
ハ
吋

B
ロ
E
g
a
dロ
色
目
∞
3
2
B
A
S自
己
)
に
依
っ
て
駆
逐

さ
れ
て
房
た
。
此
の
形
式
は
共
健
的
に
貿
在
す
る
主
権
の
代
り
に
法
律
の
支
配
を
以
て
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
君
主
の
主
権
に
謝
し
て
図
民
の

主
様
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
む
故
に
此
の
思
想
。
下
で
は
法
律
の
普
遍
性
は
問
題
と
な
ら
ず
、
立
つ
容
易
に
法
律
内
容
の
無
制
約
を
認
む
る
傾
向
を

生
ず
る

(
4
m
u
・
c
-
m
o
v
E
F
P
・
p
・
c
m
-
民
団
"
区
白
)
。

へ
註
三
)

c
m
o
r
g
x
y
p
・
p
・
。
-
m
・
H
ω
∞
ほ
・
一
円
『
。
H
H
H
2
凶
ロ
た
宮
ぽ
句
。
吋
宏
司
自
C
H
A
H
ロ
白
話
。
F
E
E
H
白
C
H
H
H
ロ
白
同
品
目
由
。
v
g
ロ
Z
F
m
-
U
串
片
岡
・

(
註
四
)
4
4
m
h

・mHH百
回
P
P
E
m
-
-
0
・ぉ・∞ω・

(
註
五
)

r
g
Z
F
4
2
U民
同
)
言
回
H
H
h
ω
H
H
3
3
]
[
-
m
H
C
H
H
V戸
。

F
U由
民
・
)
。

mH岩国民
f
p
p

。-m-
回
目
。
・
之
は
ワ
イ
マ

1
ル
憲
法
四
八
僚
の
底
分
(
出
向
円
間
百
告
げ
自
の
回
一
)
の
概
念
に
関
聯
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る

(
O
m
。，

(
註
六
)

美
濃
部
博
士
、
憲
法
援
要
四
九
四
頁
、
司
法
構
行
使
の
狗
立
は
訓
令
職
務
命
令
壮
一
?
に
勤
し
て
裁
列
官
が
拘
束
さ
れ
ぎ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
・

若
し
個
別
的
な
指
揮
が
法
律
の
形
式
を
以
て
奥
へ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
.
い
は
ば
立
法
者
の
訓
令
(
?
)
に
服
す
る
こ
と
と
な
る

(
C
-
m
c
v
B
H
Fグ

J
1
3干



(
註
七
)

P
密
出
国
沼
田
島

3a-H-d印
)
。
倫
此
の
黙
に
閲
し
て
宮
津
教
授
、
法
律
に
よ
る
裁
列
(
党
教
授
還
暦
祝
賀
論
文
集
所
載
)
参
照

美
濃
部
博
士
、
憲
法
精
義
三
七
一
一
良
.
佐
々
木
博
士
・
日
本
憲
法
要
論
二
五
三
真
、
倫
拙
稿
、
前
帽
明
、
岡
山
水
準
曾
雑
誌
四
六
巻
三
披
七
四
頁
以

下。

(
註
八
)

ワ
イ
マ

1
ル
新
憲
法
の
起
草
に
営
り
公
用
徴
牧
(
第
百
五
十
三
保
二
項
)
を
庚
義
に
仰
併
す
る
こ
と
が
強
く
主
張
さ
れ
た
。
郎
ち
従
来
の
八
位
用
徴

牧
の
概
念
に
該
円
高
せ
ざ
る
場
合
に
も
立
法
者
が
行
政
行
匁
を
介
入
せ
し
め
ず
直
接
に
私
様
を
侵
害
せ
る
と
と
、
及
び
此
の
法
律
が
特
定
の
個
人
若
く
は

比
較
的
狭
吉
範
菌
の
人
に
限
ら
れ
卒
壮
一
寸
の
原
則
に
反
ナ
る
こ
と
の
二
要
件
を
具
ふ
る
と
き
は
、
日
公
用
徴
牧
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

(
p
p
g
v
g問
、
巴
芯

J
F民
主
吉
岡

2
2】
U
S
E
E
F凶。
E
s
q
-
∞-∞

F
S
)。

(
註
九
)

刑
法
に
於
い
て
は
構
成
要
件
の
充
足

2
2
8
2
gロ
安
田
智
弘
事
⑦

3
が
一
般
に
承
認
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
イ
包
・
。
。

H
H
E
F
U
Z
E。
zam

。・
2
H
ロ色ロ
E
F件。
w

H
・
md
∞∞い{・

の
原
理
そ
の
こ
は
倒
人
の
天
然
の
自
由
が
原
則
と
し
て
無
制
約
で
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
園
家
の
機
能
は
制
限
を
蒙
む
る
と
す
る
分
配

(
註
一

O〉

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
殊
に
臣
民
の
基
本
擢
を
強
調
し
て
立
法
権
の
限
界
を
要
求
す
る
。
基
本
樺
の
憲

(
4
0円
芯
ロ
ロ
ロ
向
田
匂
円
山
田
回
目
]
V
)

法
的
意
義
は
近
年
注
目
さ
れ
て
来
た
所
で
、
こ
こ
に
立
法
擢
の
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
園
民
の
貴
質
的
身
分
(
目

p
g民
P
H
2
m
g吉
田
)
を
保

障
す
る
に
在
る
ο

ス
メ
ン
ト
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
園
民
各
自
の
自
由
平
等
を
保
障
し
以
て
園
家
の
文
化
僅
系
と
園
民
の
統
整
債
値
と
を
憲
法

上
定
立
す
る
。
障
っ
て
基
本
構
の
規
定
が
皐
に
法
原
理
に
止
ま
る
場
合
に
も
立
法
櫨
も
拘
束
し
、
裁
判
所
に
於
け
る
利
益
較
量
の
標
準
た

り
、
叉
法
律
が
明
か
に
之
と
抵
蝿
す
る
と
き
は
違
憲
の
故
某
を
生
十
る
。
叉
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
基
本
構
を
超
園
家
的
友
人
権
と
解

す
る
。
之
に
よ
れ
ぽ
民
主
主
義
の
園
家
を
前
提
と
す
る
参
政
権
及
び
園
家
組
織
を
前
提
と
す
る
受
益
構
は
除
外
せ
ら
れ
、
又
基
本
擢
が
憲

法
の
同
一
性
を
構
成
す
る
需
に
、
憲
法
改
正
の
法
律
を
以
て
す
る
も
動
か
す
こ
と
が
出
来
た
い
。
そ
の
大
要
は
別
稿
句
協
に
以
下
に
は
主

(
図
上
)

憲
法
解
緯
の
自
然
法
的
色
彩

四

O 



市
民
京
商
社
大
町
学
研
究
年
報

ル
出
血
干
研
究

λ抗

-!.i-:t 

銃

四

ο四

と
じ
て
組
織
及
び
法
制
の
保
障

(
E
E
E己
吉
田
。
口
。
ロ
ロ
白
阿
国
-
益
吉
伸
由
H
C
P
E
E
R
O
)
を
謹
ペ
る
。

(
註
一

O
)

一
万
来
基
本
構
の
憲
法
規
定
は
君
主
の
強
大
な
る
統
整
機
能
の
下
に
於
い
て
は
主
と
し
て
行
政
権
を
議
束
ナ
る
行
政
法
的
意
義
あ
る
に
止
ま
る
。

こ
こ
に
於
い
て
個
人
は
行
政
権
の
主
権
と
し
て
の
図
家
に
封
し
公
権
を
血
(
へ
ら
れ
る
と
共
に
、
行
政
権
の
命
令
及
び
虞
分
は
原
則
と
し
て
法
規
に
基
づ

く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
(
拙
稿
、
前
掲
‘
図
雑
四
六
巻
二
銃
一

O
八
頁
以
下
)
。

(
註
一
一
)

拙
稿
、
前
掲
‘
図
雑
四
六
巻
三
毅
六
三
頁
以
下
。

基
本
構
の
規
定
が
組
織
に
闘
す
る
憲
法
の
規
定
と
具
り
技
術
的
性
質
之
し
く
精
神
的
内
容
を
主
と
す
る
震
に
そ
の
歴
史
的
考
察
は
殊
に

必
要
で
あ
る
。
中
世
の
英
固
に
於
け
る
民
権
は
等
族
の
樺
利
で
あ
り
構
成
的
憲
法
原
理
(
宮

5
2宮
山
号

2
白
g

で
あ
っ
た
が
、
近
世
の
合
理
主
義
的
自
然
法
と
宗
教
的
解
放
と
の
要
求
を
貴
現
し
た
自
由
樺
は
個
人
主
義
的
法
概
念
で
あ
っ
て
、
圏
構
の

(
註
三
一
〉

干
渉
を
担
否
す
る
消
極
的
身
分

(
E官
民
4
2
m
g吉
田
)
で
あ
っ
た
ω

故
に
個
人
の
主
倒
的
身
分
(
島
氏
4
2
m皆
吉
田
)
を
要
求
す
る
民

ハ
註
一
三
〉

主
主
義
と
は
本
質
上
具
る
。
こ
の
矛
盾
は
立
法
樺
寓
能
の
質
詮
主
義
的
法
制
の
下
に
あ
っ
て
は
殆
ん
ど
問
題
と
な
ら
た
い
。
け
れ
ど
も
上

イ
由
民
間
盟
国
ロ
ロ
ぬ
国
一
官
山
口
氏
匂
)

速
の
如
く
立
法
樺
も
亦
他
律
的
制
約
を
蒙
む
る
と
す
る
自
然
法
的
法
律
観
に
於
い
て
、
自
由
権
は
行
政
権
の
法
律
に
よ
る
覇
束
の
原
則
か

ら
再
び
本
来
の
超
園
家
的
人
櫨
に
復
蹄
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
民
主
主
義
の
制
約
を
受
け
、
裁
に
法
制
の
保
障
及
び
組
織
の

保
障
の
基
本
樫
が
護
展
す
る
に
至
る
。
印
ち
立
法
樺
に
劃
す
る
信
頼
が
減
じ
且
つ
社
合
的
留
保
が
認
め
ら
れ
る
と
共
に
、
自
由
擦
を
保
護

(
註
一
四
〉

す
る
法
制
及
び
組
織
(
沼
口
吉
伸
自
己

B
S
自
白

m長
丘
N
O

同日目
o
v
E口
哲
ロ
)
白
樺
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
佃
人
の
自
由
を

(
註
一
玉
〉

直
接
保
障
す
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
の
樺
利
は
唯
組
織
の
保
障
の
限
界
内
で
保
護
を
輿
へ
ら
れ
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
猫
遁
園
新
憲
法
に

(
註
一
六
〉

於
い
て
従
来
の
自
由
主
義
の
基
本
植
が
皐
た
る
綱
領
の
宣
言
若
く
は
皐
純
た
法
律
の
留
保
に
止
ま
る
に
反
し
て
、
本
掠
個
々
の
法
律
を
以



て
規
定
ざ
る
べ
き
明
瞭
な
法
規
が
数
多
く
包
含
さ
代
し
か
も
そ
れ
が
憲
法
改
正
予
捜
を
経
た
法
律
に
非
ざ
れ
ば
侵
し
得
ざ
る
も
O
〈
ト

(
詮
一
七
)

?
の
所
謂

4
⑦
同
時

PEEHMmw・
明
町
民
s
m
o
C
Eロ
骨
2
E
O
)
な
る
こ
と
は
一
見
し
て
著
し
き
矛
盾
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
人
主
義
に
立
つ
基
本
権

ハ
註
一
八
U

の
保
障
が
そ
の
重
要
性
を
減
じ
て
、
基
本
穫
の
規
定
が
ぞ
の
意
義
に
饗
蓮
を
蒙
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
た
ら
ぬ
。

(
註
一
二
)

]『両日ぬロ
P
C
M
M
Z
S
ロ
g
z
a
g
B
(
]凶
日
HHV凶]凶]剖)噌

F
F
E
Cロ
&
E
m
r
z
c
a
d
-
回目

F
r
g
m
C
3匂
dakr。
g
Q
3
a
u
-
H出
回
目
色
呂
田
v
g

C
2
3等
の
規
定
す
る
所
は
個
々
の
園
民
の
権
利
で
は
な
く
全
人
民
に
針
ナ
る
凶
王
の
義
務
で
あ
っ
て
、
図
王
と
会
人
民
と
は
之
に
依
り
岡
家
機
構
に

於
い
て
結
合
さ
れ
た
の
で
あ
づ
た
(
回
目
三
割
同
白
。
同
一
自
己
〕
⑦
♂
』
a
g
v
c
R
H
H・
出
・
吋
-Mnu門口
HWm・
3
δ
。
然
る
に
近
世
の
個
人
的
自
由
植
は
ら
一
く
之
と

問
北
(
り
(
。

e
v目
立
グ
同
自
己
ゲ
戸
。
v
h
g
m
H
U
S骨
mo]出
口

m
p
t
p
z
z
o
r
F
ロ
a・
匂
∞
)
、
良
心
及
び
信
教
の
白
山
の
主
張
に
基
づ
き
(
旬
己
ロ

E
F
E③

F
E
r
gぬ
含
足
。
図
書

V
B占
・
患
者

3
0
5
L
C
M寸
-m-
古
見
・
)
.
米
図
よ
り
仰
革
命
を
終
て
大
陸
の
諸
憲
法
に
綴
受
さ
れ
た
。

(
註
一
一
ニ
)

ワ
イ
マ

I
ル
新
憲
法
の
起
草
に
首
り
プ
ロ
イ
ス
は
基
本
棟
。
規
定
を
削
除
す
る
意
向
あ
り
・

7
p
I
ド
リ
ヒ
・
ナ
ウ
マ

y
は
民
主
主
義
を
以

て
徹
底
的
に
之
を
修
正
せ
る
提
案
を
し
た
守
色

-
m
B
B
P
p・
p・
c
m
]
a
a
pロ
E
T
C
-
m。
r
g
z
y
p・
p・。
-
a・
5
凶)。

之
に
反
し
て
君
主
の

下
、
官
僚
政
治
の
強
大
な
る
場
合
に
は
.
民
主
主
義
は
下
院
議
長
の
公
選
・
図
務
大
臣
の
政
治
責
任
を
認
む
る
に
止
ま
り
・
叉
白
山
権
も
唯
行
政
権
。

調
立
な
る
祈
動
を
阻
却
ナ
る
の
み
。

(
註
一
四
)

例
へ
ば
公
法
人
た
る
宗
教
問
組
問
の
組
織
的
保
障
(
繍
遜
図
新
憲
法
一
三
七
僚
)
、

拙
労
働
者
及
び
企
業
者
。
組
織
・
聯
合
(
同
上
一
六
五
僚
)

は
自
由
主
義
的
憲
法
の
紛
糾
よ
り
観
れ
ば
本
来
夫
・
4

宗
教
及
び
良
心
の
自
由
(
同
上
一
三
五
僚
)
融
労
働
後
件
及
び
取
引
僚
件
。
然
の
結
枇
の
白
山
(
凶

一
五
九
僚
)
の
附
加
補
充
的
保
障
(
問
。
回
H5Ha自
己
同
C目
立
。
目
。
ロ
世
田
同
一
m
P
E
E
r
u
p
)
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
・
そ
れ
は
図
家
に
嚇
到
し
て
其
の
組
織
自
憾

を
保
障
す
る
も
の
で
偶
人
の
一
般
的
自
由
樺
と
は
濁
立
の
保
障
と
細
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

(
C
-
m
o
r
g
=
F
目
。
H
E
H
Z
3
0伊
丹
⑦
戸
ロ
白
甘
三
広
三
宮
日
]
目
。

G
N
P
E口氏

B
a
a・日
C

ほ・)。

ハ
一
辺
一
五
)

例
へ
ば
「
官
吏
ハ
其
ノ
既
得
ノ
権
利
ヲ
侵
サ
ル
ル
コ
ト
ナ
シ
」

(
濁
逸
図
憲
法
一
二
九
僚
)
に
於
い
て
伺
キ
の
官
吏
に
減
俸
さ
れ
ぎ
る
権
利

憲
法
解
稗
の
白
然
法
的
色
彩

(
岡
上
)

問
。
五



東
京
商
科
大
患
研
究
年
報

法
皐
研
究

第

披

問
。
六

を
認
む
る
は
椴
端
な
る
個
人
主
義
的
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
専
務
職
官
吏

(
F
E営
r
g
B
gロ
Z
E
)
の
制
度
的
保
障
の
結
果
、
個
今
の
官
吏
に
其
の

組
織
内
の
地
位
に
相
臨
唱
し
き
俸
給
、
恩
給
を
保
障
す
る
に
他
な
ら
な
い
包
-
m
o
F
E
S
4
4
C
M
L
2
4
1
2
z
g
p
p
g窓
口

2
0
E
P
匂
旬
N
U
H呂
r
l
F
H
M

由
]
可
ぼ
・
)
。

(
註
二
ハ
)

我
が
憲
法
も
亦
第
二
十
四
僚
第
二
十
八
僚
の
基
本
纏
に
は
立
法
棟
。
制
約
を
認
め
る
が
(
美
濃
部
博
士
.
憲
法
援
要
一
八
一
頁
可
第
二
十

一
ユ
僚
第
二
十
七
僚
の
如
き
根
本
的
な
規
定
は
単
純
な
法
律
の
留
保
と
解
さ
れ
、
ト
?
の
表
現
に
従
へ
ば
(
同

-
Z
F
d
C
2ロ白
E
C
V
S
E
w
-
Fロ明。同間中

d
F
己ゲ

m-
忌
H
R・)回。。己町
F

固
な

HL
で
行
政
の
法
律
に
依
る
誘
束
を
一
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

(
註
一
七
)

-
H
E
R
P
・
p・
p・
。
・
∞
-
H
O
H
R・
か
か
る
憲
法
規
定
に
属
ナ
る
も
の
は
、
濁
逸
国
特
別
車
凪
法
一
二
三
位
陣
二
項
・
一
二
四
俊
二
項
・
一
二
九
僚
一
一
一

項
壮
一
?
で
あ
る
。

(
註
一
八
)

純
然
た
る
個
人
主
義
的
基
本
桜
は
夙
に
否
定
さ
れ
て
来
た
。
第
一
に
自
由
様
と
雌
も
警
察
命
令
若
く
は
濁
裁
擢
を
以
て
制
限
さ
れ
・
図
家
的

必
要
・
図
家
に
表
現
さ
れ
る
政
治
的
償
値
の
前
に
は
無
線
件
に
譲
歩
す
る
外
、
第
二
に
そ
れ
は
得
税
化
さ
れ
て
個
人
の
棒
利
よ
り
も
寧
ろ
一
般
的
法
律

原
則
を
示
す
に
至
っ
た
。
所
謂
自
由
権
は
包
指
的
且
つ
消
極
的
内
容
を
有
し
一
般
の
椋
利
と
は
著
し
く
性
質
を
異
に
す
る
。

(め

組
織
の
保
障

Q
E辛
口
町

S
色
。

。PE口
氏
。
)
こ
こ
に
組
織

(
H
E
Z
Z位
。
回
)
と
は
具
程
的
且
つ
歴
史
的
に
決
定
さ
れ
た
組
織

ハ
註
一
九
U

そ
れ
が
猫
立
の
人
格
あ
り
や
否
や
は
問
題
で
な
い
。
我
が
憲
法
に
つ
い
て
観
れ
ば
裁
判
組
織
の
保
障
を
認
め
て
ゐ
る
。
印
ち
裁

を
い
ひ
、

判
官
の
職
務
上
の
調
立
(
第
五
十
七
僚
)
、

終
身
官
た
る
地
位
(
第
五
十
八
僚
)
及
び
法
定
裁
判
官
の
剥
奪
の
禁
止
(
第
二
十
四
僚
)
は

憲
法
の
保
障
す
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
特
別
裁
判
所
・
刑
事
の
仮
底
分
等
法
律
を
以
て
例
外
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
翠

門
誌
二

O〉

に
行
政
権
に
劃
し
て
司
法
権
の
猫
立
を
保
障
す
る
の
み
で
は
な
く
立
法
擢
を
拘
束
す
る
。
併
し
な
が
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
貴
施
昔
時
の

(
註
二
一
〉

法
律
献
態
〈

ap一宮田

ρ5)
が
維
持
さ
れ
る
の
で
は
た
く
、
陪
審
法
・
判
事
停
年
法
が
違
憲
た
ら
ざ
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
更
に
又
之

に
よ
り
裁
判
官
佃
人
の
権
利
が
懇
到
に
保
障
さ
れ
る
の
で
も
な
い
。
依
願
免
官
の
他
、
法
律
に
依
る
轄
職
・
解
職
(
雅
一
一
詰
福
一
一
)
が



憲
法
第
五
十
八
僚
二
項
に
紙
燭
せ
ざ
る
こ
と
は
同
僚
の
一
項
及
び
三
項
と
比
較
す
る
も
疑
を
本
れ
な
い
。
判
事
及
び
検
事
中
二
百
三
十
二

人
を
限
っ
て
休
職
を
命
や
る
権
限
を
司
法
大
臣
に
輿
へ
る
法
律
(
泣
七
僻
)
も
亦
同
様
で
あ
る
Q

こ
こ
に
示
さ
れ
る
組
織
の
保
障
は
最
近

(
註
ニ
ニ
〉

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
明
か
に
し
た
所
で
あ
る
が
、
従
来
の
停
統
的
撃
訟
を
代
表
す
る
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
は
立
法
者
が
組
織
自
瞳
を
制
限
し
得
る
も

〈
註
ニ
三
〉

之
を
鹿
棄
し
得
十
と
す
る
設
に
三
知
か
ら
反
劃
す
る
。
第
一
は
組
織
の
構
成
及
び
作
用
に
闘
し
て
立
法
者
を
拘
束
す
る
も
の
な
し
と
す
る

に
在
る
。
け
れ
ど
も
裁
判
組
織
に
闘
す
る
上
越
の
諸
黙
は
歴
史
的
費
展
に
於
い
て
そ
の
本
質
を
構
成
す
る
。
憲
法
の
保
障
規
定
が
何
等
か

〈
註
二
回
〉

の
内
容
を
有
す
る
限
り
、
立
法
権
に
劃
し
て
も
こ
の
維
持
を
要
求
す
る
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
は
組
織
の
制
限
と
慶
棄
と

の
限
界
が
不
明
瞭
な
急
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
憲
法
改
正
榛
・
警
察
命
令
等
の
限
界
と
同
様
に
こ
の
一
場
合
に
も
限
界
設
定
の
困
難
な
る
こ
と

か
ら
置
に
そ
の
限
界
の
不
存
在
を
論
断
す
る
の
は
誤
で
あ
る
。
第
三
に
組
織
自
僅
の
慶
棄
は
従
来
も
又
将
来
も
立
法
者
の
企
固
せ
ざ
る
所

と
断
定
す
る
が
、
事
賓
と
規
範
と
は
別
問
題
で
あ
る
。
裁
判
組
織
の
保
障
は
裁
判
所
及
び
裁
判
官
が
一
般
の
園
家
機
闘
・
官
吏
と
異
っ
て

〈
註
二
五
)

専
ら
法
の
理
念
に
奉
仕
し
園
家
の
統
整
を
そ
の
職
分
と
せ
辛
口
る
に
基
づ
く
。
尚
終
身
官
た
る
地
位
白
保
障
は
裁
判
官
の
楼
利
を
、
又
法
定

裁
判
官
の
剥
奪
の
禁
止
は
一
般
人
民
の
楼
利
在
費
生
せ
し
め
る
が
、
そ
れ
は
純
粋
な
個
人
主
義
的
権
利
で
は
な
い
。
殊
に
憲
法
第
二
十
四

僚
は
本
来
純
然
た
る
自
由
権
に
属
す
ぺ
く
、
随
っ
て
沿
革
的
に
営
然
憲
法
第
二
章
の
規
定
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
は
裁
判
組
織
の
保

(
註
二
六
〉

障
の
一
要
素
と
し
て
寧
ろ
憲
法
第
五
章
心
規
定
就
中
第
六
十
俸
と
密
接
に
関
聯
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
註
一
九
)

C
-
E
u
r
g
Zグ
町
宮
口
5
2
a
B
c
r
g
m
-
5・
然
る
に
ァ

l
パ
ー
は
之
を
隣
家
組
織
の
一
部
が
濁
自
の
政
治
的
・
文
化
的
・
枇
曾
的
性
質
に
函

っ
て
一
般
の
組
織
と
或
種
の
封
立
を
示
ナ
場
合
(
寝
耳

mpユ⑦
M
m
g
g
c品
EHmm三日
C
E官
官
N
U
w
宮
田
)
及
び
特
定
の
圏
燈
を
保
障
す
る
場
合
(
寝
室
任
時
?

r
u
g
g
同
耳
切
ο
H
P
白

c
g
u
)
に
区
別
す
る
。
前
者
は
専
務
職
官
吏
の
保
障
(
濁
憲
一
二
八
僚
乃
豆
一
一
一
二
依
)
裁
剣
官
の
保
障
(
同
一

O
二
僚
乃
至
一

憲
法
解
懇
の
自
然
法
的
色
彩

(
田
上
)

四

O
七
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法
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併
究

t存

競

口川司、
B
J

、、

F
〔

ノ

。
五
僚
F
V
O
如
〈
濁
立
の
へ
絡
な
き
も

ρ
、
後
者
は
宗
教
闇
樫
の
保
障
へ
同
一
三
七
依
)
公
共
周
鰐

ο
自
治
機
内
υ

保
障
(
同
一
二
七
位
陣
)

O

知
〈
、
歴

史
的
に
成
立
せ
る
関
慌
を
承
認
し
て
岡
家
に
包
符
し
・
多
元
的
な
M
問
(
水
分
裂
の
傾
向
を
阻
止
す
る
も
O

で
あ
る

3
2
Z
3
p
p・
c・
m-
出

-
R
M
S

崎市・)。

(
註
ニ

O
)

。E片岡
戸

凶

v
c
r
H
E
J
E
L
E
M両日冨》
2
Q
Sリア

C】
3
5白
宮
色

w
S
3
H
w
m
】

]

]

・

(
註
一
一
一
)

そ
れ
は
我
が
憲
法
第
七
寸
六
佼
一
項
。
規
定
す
る
所
で
あ
る
。

。・

2
。
F
B
Eグ
〈
。
昆
pmmdHH拘初回⑦げ円。匂

m-]叶C
白
・
似
し
こ
こ
で
は
未
だ
組
織
の
保
障
と
法
制
。
保
障
と
の
阪
別
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
。
共

(
註
二
二
)

の
後
此
の
沌
論
は
多
く
の
卒
者
に
依
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
例
へ
ば
狗
遜
憲
法
第
一
二
七
保
「
公
共
闘
憾
及
公
共
闘
桟
ノ
聯
A
日
ハ
決
律
ノ
制
限
内
二
於
テ

白
治
ノ
構
利
ヲ
有
ス
」
に
就
き
之
を
認
む
る
は

E
g
g
s
p
p
-
。
-
m・
2
f
E
2
2
E
4
5
5向。日
J
m
-
M
H
u
お
h
H
B
3
5在
p
p・

p
・

c・
m・
凶
∞
山
氏
又
教
育
の
自
由
の
規
定
(
同
一
四
二
佼
)
に
就
き

H
l
-
ア
ン
プ
L

V

ヘ
ル
と
ス
メ
ン
ト
も
之
を
詰
め
る
(
ィ

2
氏
陣
巴
沼

B
P
Z
F

H
F
m
-
臼
計
寸
]
)
。

(
泣
二
三
」

J
F
d
m

戸

k
p
ロm
o
V回
世

M
U
F
F
-
c
-
z
.
町
H
号
、
間
同
]
{
・

(
註
二
四
J

例
~
ば
裁
剣
官
が
行
政
官
践
の
命
令
を
審
盗
し
得
ざ
る
も
の
と
し
、
或
は
裁
列
官
が
上
級
宵
艇
の
指
揮
に
服
す
べ
き
も
の
と
す
る
が
如
き
は

絡
封
に
憲
法
違
反
で
あ
る
。
ザ
〈
〈
日
'
脈
事
務
の
都
合
に
依
り
裁
判
判
官
に
品
作
戦
を
命
じ
.
或
は
非
常
裁
剣
所
を
設
け
て
通
常
裁
州
所
に
代
へ
る
こ
と
も
立
法

備
慌
の
符
し
得
ざ
る
所
で
あ
る
。

(
詑
二
五
)

∞
E
e
H
W
P
F
h
v

。-a
c叶
民
一
回

F
E一同
Bベ
E
P
J
1
2
c民
巴

笠

岡

H
E
J
r
Z
M
J
口
H
a
'
H∞
ほ
・

(
計
二
六
)

特
別
裁
剣
所
を
設
く
る
に
就

ν
て
は
一
-
O
制
限
が
あ
る
。
第
一
は
訴
訟
手
績
に
依
っ
て
裁
剣
を
伐
す
こ
と
を
裂
し
‘
刑
事
。
俄
底
分
。
如
き

も
の
と
出
向
(
る
。
第
二
は
之
を
設
く
る
に
就
き
巳
む
を
符
ざ
る
必
要
が
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
そ
れ
は
特
別
裁
判
所
が
原
則
に
封
ナ
る
例
外
た
る
こ
と
か
ら

明
か
で
あ
づ
て
、
憲
法
策
二
十
四
僚
は
此
の
限
界
を
示
す
も
の
と
仰
附
さ
れ
る
。

め

法
制
白
保
障

(
F住
吉
宮
∞

P
E口
氏
自
)

法
制

(
H
H
S
F
Z
F住
吉
伸
⑦
)
と
は
侍
統
的
に
硝
立
さ
れ
た
典
型
的
友
規
範
の
結
合
若
く



は
法
律
閥
係

(
v
f
E
S昇
。
日
1
0同
信

Z
U
白
出
色
苦
言
N

目。

rg官
民
)

ハ
註
二
七
〉

で
、
具
韓
的
法
律
閥
係
が
包
揖
さ
れ
る
抽
象
的
形
式
で
あ
る
。
そ

の
内
容
・
範
聞
は
専
ら
法
律
を
以
て
定
め
ら
れ
る
が
(
〈

S
Z
E
H
F
臼

2
z
r
p百
三
窓
口

H42自由
S
J
g
m
)、
制
度
の
内
在
的
意
味
は
鹿
棄

十
る
を
得
A
Y
、
唯
木
質
的
な
ら
ざ
る
内
零
を
費
更
し
或
は
之
に
制
限
を
加
へ
る
に
止
ま
る
。
こ
の
貼
で
自
由
権
に
於
け
る
法
律
の
留
保
と

公
司
一
一
八
)

法
論
理
的
構
成
を
異
に
す
る
。
自
由
権
は
例
人
の
自
然
の
自
由
を
園
家
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
律
は
極
め
て
外
部
的
た
限
界

公
計
三
九
〉

を
設
定
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

(註一二

O
〉

法
制
の
保
障
と
し
て
最
も
著
し
き
は
所
有
権
の
不
可
侵
(
憲
法
第
二
十
七
僚
)
で
あ
る
。
本
僚
は
フ
ラ
ン
ス
人
擁
立
一
言
第
十
七
僚
白
一
不

(
註
三
一
〉

す
や
う
に
元
来
純
然
た
る
制
人
の
自
由
の
保
障
で
あ
っ
た
。
民
法
の
規
定
も
亦
「
所
有
者
ハ
法
令
ノ
制
限
内
ニ
於
テ
自
由
ニ
共
所
有
物
ノ

使
用
、
牧
盆
及
ヒ
底
分
ヲ
矯
ス
権
利
ヲ
有
ス
」
(
が
い
恥
)
と
し
、
そ
の
法
令
が
草
に
外
部
的
な
限
界
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
併
し

・
な
が
ら
所
有
権
吐
曾
化
の
法
理
と
共
に
各
種
の
法
令
は
弐
第
に
所
有
権
の
接
心
に
慣
れ
、
こ
こ
に
憲
法
の
規
定
は
自
由
権
の
保
障
か
ら
法

(
註
三
二
)

制
の
保
障
に
推
移
す
る
に
至
っ
た
。
所
有
権
は
既
に
猫
自
の
絶
劃
的
慣
値
を
喪
ひ
、
本
質
上
吐
舎
公
共
の
利
盆
に
拘
束
さ
れ
る
新
概
念
に

費
じ
た
の
で
あ
る
。
物
を
支
配
す
る
自
由
は
そ
の
内
容
が
法
律
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
目
的
が
吐
舎
公
共
の
利
盆
に
侍
存
す
る
に
至

円
註
三
三
)

っ
て
そ
の
法
律
的
意
義
を
費
十
る
。
ア
ン
シ
ュ

y

ツ
に
よ
れ
ぽ
法
制
と
し
て
の
所
有
権
は
法
律
を
以
て
慶
止
す
る
を
得
た
い
。
之
に
反
し

門
詐
三
回
〉

て
物
を
使
用
牧
訴
し
底
分
す
る
個
人
の
権
利
は
、
具
程
的
た
場
合
に
公
用
徴
牧
を
以
て
奪
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

然
ら
ば
憲
法
に
所
謂
所
有
模
は
庚
く
財
産
穫
の
意
義
た
る
か
、
持
た
民
法
上
の
物
の
所
有
植
に
限
ら
れ
る
か
。
こ
の
規
定
の
沿
革
を
遡

れ
ば
最
初
は
狭
義
に
解
さ
れ
た
が
、
法
治
園
の
要
請
の
徹
底
す
る
に
伴
っ
て
弐
第
に
棋
大
さ
れ
て
、
買
く
私
法
上
の
財
産
権
を
い
ふ
こ
と

へ
註
三
主
一
)

と
な
っ
た
。
公
用
徴
牧
を
意
味
し
た
第
二
項
の
規
定
も
亦
同
様
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
、
か
く
て
は
個
別
的
特
色
あ
る
法
制
は
誌
に
求
め

意
、
ほ
制
肝
訓
押
の
自
然
法
的
色
彩

(
同
上
)

内

O
九
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第
三
放

四
一

O

る
こ
と
が
出
来
た
い
。
法
制
の
保
障
と
し
て
は
憲
法
第
二
十
七
僚
は
厳
格
に
物
の
所
有
権
(
沼
田
口
宮
山
∞

B
Z
B
Eヴ
諸
民
片
岡
)
に
限
定
さ
れ
な

内
註
三
六
)

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
そ
の
所
有
擢
は
一
方
に
於
い
て
本
僚
が
行
政
権
の
法
律
に
よ
る
覇
来
を
一
不
す
も
り
と
し
て
は
債
く
財
産
楼

ハ
註
三
七
〉

と
解
す
べ
く
‘
他
方
に
於
い
て
法
制
の
保
障
を
一
京
す
も
の
と
し
て
は
民
法
上
白
概
念
と
同
一
な
の
で
あ
る
。

(
註
二
七
)

PHJHmoHH目
立

Y
Z同
国
P
出
向
ゲ

d
o
v
a
z
H
V
E言
。
宮
ロ

g
p
p
g
B
o
z
a
口
w
m・
~
山
由
。
一
回
d
g♂

p
p・
c・
m・臼寸・

(
註
二
一
八
)

。・

m
o
r
B
Zけ
P
・
P
・
0
・
m・
2
0
R
-
向
上
越
せ
る
憲
法
改
正
法
律
の
惚
保
は
従
来
の
見
解
(
回
国
-
K
F
E
o
r
g
N
u
p・
p・
c・
m・
2
3
で
は
総

ぺ
て
の
基
本
纏
寧
ろ
憲
法
会
慌
に
就
い
て
認
め
ら
れ
た
。
即
ち
無
批
列
的
に
法
律
の
優
勝
性
か
ら
.
更
に
一
段
高
き
憲
法
的
法
律
。
優
勝
性
を
主
張
ナ

(
註
二
九
)

る
の
で
あ
る
が
.
貨
は
、
王
権
的
な
岡
家
意
思
の
絶
劉
的
な
留
保
を
此
の
場
合
と
混
同
せ
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
氏
封
す
る
率
訟
は
同
所
参
照
。

故
に
法
律
に
依
る
制
限
規
定
は
自
由
植
に
翻
し
て
は
特
別
の
理
由
を
必
要
と
す
る
け
れ
ど
も
.
法
制
の
保
障
の
場
合
に
は
静
岡
然
と
推
定
さ
れ

る
(
同
己
)
。
3

p
・
p-

。
・
∞
‘
臼
叫

KFロ
B
・
2
)。

(
註
三

O
)

濁
品
混
同
新
憲
法
に
は
此
の
他
法
制
の
保
障
の
規
定
が
多
い
。
例
へ
ば
第
一
一
九
僚
の
婚
姻
制
度

(
4
2
3
5
N
0
4
3
r
r
ず丘

z
q宮
岡
山
会
口
∞
-

q
司
)
第
一
五
四
僚
の
相
績
制
度
(
図
。
。

V
R
2
Z同一
z
q宮
L
a
間
同
切
回
日
『
毘
・
)
。

(
註
三
一
)
上
惑
の
如
く
中
世
で
は
賀
定
法
上
。
権
利
は
、
王
様
者
に
封
抗
が
出
来
ず
‘
之
が
例
外
は
唯
自
然
法
に
某
礎
付
け
ら
れ
る
場
合
に
の
み
認
め
ら

れ
た
ο

而
し
て
之
が
伐
に
は
.
図
家
以
前
の
白
然
法
よ
り
演
鐸
さ
る
る
宮
∞
窓
口
氏
同
居

の
所
有
権
の
法
制
と
.
直
接
自
然
法
上
の
原
理
た
る
契
約
。

拘
束
力
と
が
援
用
さ
れ
た
。
後
宮
氏
。

r
同
¢
r
母
(
H
2
2
)

は
憲
法
に
明
文
な
く
と
も
身
位
・
財
産
・
意
見
後
表
・
信
教
等
の
白
向
は
常
に
保
障
さ
れ

る
も
の
と
論
じ
た
(
の
皆
同
日
向
。
h
p
・
p
-
c
・
m
-
M
苫
"
悶
也
(
)
W
M
G
U
)
。

(
註
三
二
)

所
有
権
の
最
終
目
的
に
闘
し
て
は
自
由
主
義
・
民
主
主
義
に
立
脚
す
る
個
人
主
義
的
所
有
棒
読
と
保
守
主
義
・
枇
曾
主
義
に
立
脚
す
る
枇
曾

的
所
有
権
設
と
が
存
ナ
る
。
前
者
と
雄
も
白
己
の
居
地
に
物
を
利
用
・
支
配
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
利
と
一
致
調
和
ナ
る
こ
と
を
珠
定
ナ
る
の
で
あ
る
が

之
は
褒
蓬
せ
る
資
本
主
義
的
経
済
の
下
で
は
破
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
故
に
枇
曾
目
的
の
伐
に
所
有
権
の
行
伎
を
統
制
す
る
必
要
を
生
じ
.
而
し
て
最



近
は
此
の
趣
旨
の
立
法
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
(
伊
己
ヴ
吋
居
。

y
p・
p・
。
-
m
-
H
U
A
肝内向)。

(
註
三
三
)

〉

H
H
2
r
g
F
P・
P-
。
き
∞
・
倫
所
有
権
の
制
度
的
保
障
は
夙
に
ウ
ォ
ル
フ
が
指
摘
し
て
肝
る
(
】
H
J
4
c
H見
出
色
岳
喜
男
?
車
両
国
間
刷
出
H
L
岡山
a

雪
国
酔
戸
同
Hr
ず凶

HPPMMHaFmg。
F
M
F
a
-
印
)
。
シ
ュ
ミ
v
ト
は
円
高
一
初
不
明
瞭
で
あ
っ
た
が
(
ペ
③
河
内
A
5
2ロ写
τ
F
F
戸
]
三
時
時
・
)
後
に
之
を
認
め
た

(
町
富
山

F
a
g
H
O
O
F
F
m
巴
R
・
)
。
其
の
他
∞

CHH乙。
-
5
3
k
r
z
r
c民
国
・
同
∞
柏
市
山
記
八
円
・

(
註
コ
一
四
)

法
律
に
依
る
所
有
権
の
限
界
の
規
定
と
公
用
徴
牧
と
の
幅
一
別
は
一
般
的
な
侵
害
な
り
や
個
別
的
侵
害
な
り
や
に
存
せ
ず
つ
巴
-
M
H
C
N
H
M串

〉
ロ
H
W

・
】
由
)
.

前
者
は
所
有
権
の
制
度
に
鯛
れ
ず
、
喉
其
の
内
容
を
詳
細
に
規
定
す
る
の
み
・
後
者
は
伺
人
の
所
有
権
白
憾
に
侵
害
を
加
へ
る
に
在
る

(
J
司色白

mor。
HOHH。
p
p
-
2
・
。
・
∞
-
∞
凶
】
I

内向・)。

ハ
註
三
六
)

拙
稿
・
前
掲
.
図
家
同
月
十
曾
雑
誌
、
四
六
巻
二
妓
一
一
二
頁
以
下
。

。・

a
o
v
E
S
司
B
F
&
g
B
o
r
s、
∞
-
回
臼
U

司
-CHRP・
p-

。
・
白
・
司
・

(
註
三
五
)

(
註
三
七
)

。・

m
W
O
V
E
巳
p

p
・
p
・
c
m
-
忠
・
之
ア
シ
シ
ユ
り
ツ
が
替
普
図
憲
法
第
九
僚
の
註
鰐
に
於
い
て
所
有
権
を
庚
義
に
併
し
公
用
徴
牧
を
段
絡
に

制
附
し
た
の
と
正
に
反
封
で
あ
る

(
4
m
u
・』
H
H
E
V位
皮
切
開
己
目
白
め

p
g♂
閉
山

5
3
0
之
に
反
し
て
狗
逸
新
憲
法
が
私
法
上
の
財
産
様
の
本
質
的
要
素
を
保

障
し
.
隠
っ
て
所
有
権
の
他
.
賀
買
・
賃
貸
借
・
消
費
貸
借
金
干
D

法
制
を
も
含
む
と
解
ナ
る
の
は
同
戸
Z
3
p・
p
・

c・
m-
怠・

五

結

器
開

憲
法
の
解
標
に
現
は
れ
る
自
然
法
の
法
理
は
古
く
か
ら
園
家
と
法
と
の
閥
係
を
説
明
す
る
に
営
っ
て
認
め
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
そ
れ
は

近
年
震
設
主
義
の
衰
退
と
共
に
再
び
注
目
さ
れ
て
来
た
。

岡
家
と
法
と
の
関
係
は
所
謂
法
治
園
の
観
念
の
問
題
と
し
て
結
え
や
ノ
公
法
墜
の
根
本
的
た
封
象
で
あ
る
が
、
そ
の
個
人
主
義
な
る
と
園

憲
法
制
肝
細
梓
の
自
然
法
的
色
彩

(
悶
上
」

四
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法
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第
三
時
肌

四

家
の
慣
値
を
強
調
す
る
と
の
何
れ
な
る
を
聞
は
や
こ
れ
を
正
首
に
理
解
す
る
常
に
は
常
に
超
貫
定
的
た
自
然
訟
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
に
園
家
主
権
の
基
礎
及
び
限
界
が
あ
り
叉
臣
民
の
基
本
穫
が
立
法
擢
を
制
約
す
る
所
以
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
終
り
に
ワ
ル
テ
ル
・

ヱ
リ
ネ
ッ
ク
の
言
葉
を
借
り
よ
う
。
憲
法
の
限
界
の
自
律
佑
は
同
時
に
憲
法
の
理
想
化
を
意
味
し
、
人
が
無
意
識
的
に
如
何
に
高
い
慣
値

ペ
苛
む

を
園
家
の
根
本
法
に
封
し
て
認
む
る
か
を
詮
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
註
)

当
-
P
H
吉
岡
旬
。
H
H
M

ロ⑦

y
c
g一回国
B
A
S
H
〈
2
?盟
国
ロ
関
誌
2
。
許
認
の
げ
戸

u
p
a・回叫・

(
一
九
一
ニ
四
年
四
月
五
日
股
稿
)


